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ジェンダーに基づく暴力のリスク軽減
の統合に関するグッド・プラクティス
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	 リファレンス・グループ
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	 	 本ラーニング・ブリーフについて

	 本ラーニング・ブリーフは、教育クラスターが人道的プログラム
のサイクル（HPC）全体を通して、ジェンダーおよびジェンダ
ーに基づく暴力のリスク軽減（GBV RM）を統合するため
の20のグッド・プラクティスに焦点を当てている。教育クラス
ターが主導するイニシアチブ、あるいはジェンダーに基づく暴
力管轄部門（GBV AoR）や人道的活動におけるジェン
ダー作業部会（GiHA WG1）とのセクター間協力を通じ
て実施されるイニシアチブに参加する国の事例を紹介す
るものである。本ラーニング・ブリーフならびに、関連する3件
の国別ケース・スタディ（アフガニスタン、コンゴ民主共和国
（DRC）、ナイジェリア）は、教育クラスターの調整チームお
よびメンバーがジェンダーおよびGBV RMの統合のエビデン
スを生み出し、また、その規模の拡大を支援するという、グ
ローバル教育クラスター（GEC）のコミットメントの実践に
貢献するものである。本ブリーフは、ジェンダーおよびGBV
の専門家と協力しながら、リスク軽減の統合を可能にす
る要因をいかに活用し、ギャップを埋め、課題を克服して、
グッド・プラクティスを他の文脈に適応させるかに関するヒン
トを提供する。

	 本ブリーフにおけるジェンダー統合2とは、緊急時下の教育
（EiE）の調整において、（既存のジェンダー役割やジェン
ダー不平等、および、ジェンダークライシスの特定の影響に
結びつけられる）女性、少女、男性、少年の特定のニー
ズ、能力、そして優先事項を認識し、それらに対応するよう
にするための活動を指す。これは、（少女および少年を含
む）有意義かつ適切な参加の権利の実現に貢献し、保
護を与え、支援と自立へのアクセスを高めるとともに、変革
的変化を促進するものである。

	 本ブリーフにおけるジェンダーに基づく暴力3のリスク軽減と
は、GBVのリスクを特定し、それらのリスクを軽減するため
の具体的な行動をとることを目的としたさまざまな活動を
指す。GBV RMとは、すべてのクラスターに関係する人道
的介入を確実にするためのプロセスである。すなわち、 

	 1	GBVを引き起こしたり、その可能性を高めたりしないこと。

	 2	社会から疎外された人々がサービスにアクセスできるよう
積極的に促進し、監視すること。

	 3	GBVのリスクを積極的に特定し、それを軽減するための
行動を取ること。 

	 4	GBVに関連する利用可能なサービスに結びつけること4。

	 	 本ラーニング・ブリーフの意義

	 ジェンダー平等を達成し、女性および少女のエンパワーメン
トを促進し、人道的対応におけるGBVのリスクを軽減する
ことは、集団的責任である。GBVのリスク軽減を教育クラ
スターに効果的に組み込むためには、教育クラスターがその
ようなプロセスを備え、これを推進しなければならない。 
本ラーニング・ブリーフの目的は、教育クラスターとGBV 
AoRならびにGiHA WGとの間において、様々な文脈での
知識と経験の交換を促進し、教育クラスターの調整チー
ムが、ジェンダーおよびGBV RM対応をEiEの調整ならび
に応答に組み込めるよう、能力を強化することである。

	 	 本ラーニング・ブリーフの対象者
	 本ラーニング・ブリーフの対象者は、EiEの調整においてジェ
ンダーおよびGBV RMの統合を担う主要な機構である
教育クラスターと、この点で教育クラスターを支援する重要
な役割を担うGBV AoRならびにGiHAである。2019年
の緊急時下におけるGBVの介入調整に関するハンドブッ
ク（Handbook for Coordinating GBV 
Intervention in Emergencies）では、利用可能な
GBV対応サービスや照会経路に関する情報の提
供、GBVのリスク分析、パートナーがそれぞれのセクターにお
いてGBVリスクを軽減すべく実践的で具体的なアイデアを
見つけられるようにした、パートナーへのアドボカシー、情報
共有、ならびに技術支援におけるGBV AoRの支援的
役割が強調されている。

	 はじめに

1	 GiHA WGは、すべての人道的状況で運用されているわけではなく、クラスターの
システムの一部でもない。これが設置された場合、IASC ジェンダーおよび人道
的行動に関するリファレンス・グループ（GRG）の支援を受ける。

2	 2018年 IASC 人道活動のためのジェンダーハンドブック

3	 GBVという用語は、多様な性的指向や性自認（SOGI）の人々に対して行わ
れる暴力を表現するためにも使われる。本ブリーフでは、主に少女に主眼を置き
つつ、少年や、教育に携わる女性ならびに男性も含め、そのような人々に影響を
及ぼす教育関連のGBVリスクに焦点を当てる。

4	 2015年 IASC GBVガイドライン

https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-07/Handbook for Coordinating GBV in Emergencies_fin.pdf
https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-07/Handbook for Coordinating GBV in Emergencies_fin.pdf
https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-07/Handbook for Coordinating GBV in Emergencies_fin.pdf
https://interagencystandingcommittee.org/iasc-reference-group-on-gender-and-humanitarian-action
https://interagencystandingcommittee.org/iasc-reference-group-on-gender-and-humanitarian-action
https://interagencystandingcommittee.org/system/files/2020-09/The Gender Handbook for Humanitarian Action.pdf
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/2015-IASC-Gender-based-Violence-Guidelines_lo-res.pdf
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	 	 本ラーニング・ブリーフの構成

	 本ラーニング・ブリーフは5つの章で構成され、ジェンダーおよ
びGBVのリスク軽減の統合を図るためのグッド・プラクティ
スとヒントを紹介している。すなわち、 

	 1	HPCのフェーズ全体におけるグッド・プラクティス

	 2	ニーズの査定と分析におけるグッド・プラクティス

	 3	戦略設計におけるグッド・プラクティス 

	 4	資源動員におけるグッド・プラクティス 

	 5	レスポンス・モニタリングにおけるグッド・プラクティス5

	 教育クラスターが主導したグッド・プラクティスは紺色のボッ
クスで、教育クラスターとGBV AoRのセクター間協力で行
われた例はワインレッドのボックスでそれぞれ示される。
また、ECWのグッド・プラクティスはオレンジ色のボックスで
示される。

	 	 本ラーニング・ブリーフの作成について

	 本ブリーフは、GECのジェンダーおよびGBVスペシャリストで
あるMarina Berbiecが、ユニセフのグローバル・クラスター
調整課（GCCS）のGBVスペシャリストであるPamela 
Marie Godoy、ならびに、以下のエビデンス収集プロセス
を主導し、児童保護ならびにGBVのフリーランス・コンサル
タントであるEstelle-Emile Dadeと協力して執筆した。

	n 人道的ニーズの概要（HNO）、人道的対応計画
（HRP）、教育クラスターの戦略、エデュケーション・キャノッ
ト・ウェイト7（ECW）の資金提供による複数年レジリエン
ス・プログラム（MYRP）など、人道的状況6に関する32の
戦略文書のデスクレビュー。

	n 23の教育クラスターを対象とした調査 

	n 13の人道的状況における教育クラスターならびにGBV 
AoRコーディネータへのキー・インフォーマント・インタビュー
（KII）、および、2つの人道的状況におけるGiHA WGコ
ーディネータならびにジェンダー・アドバイザーへのKII（計
28件）8。

	 テクニカル・レファレンス・グループが設けられ、全体を通して
協議が行われた。これは、GEC、ECW、緊急時下の教育
に関する機関間ネットワーク（INEE）、グローバルGBV 
AoR、ユニセフ・グローバル・クラスター調整課（GCCS）、
南スーダン教育クラスター共同コーディネーター
（UNKEA）の代表者で構成された。

	 	 謝辞

	 本ブリーフの作成にあたり貴重な知見を提供し、貢献して
くださった次の方々に感謝申し上げる：Michelle 
Brown、Friedrich Affolter、Thorodd 
Ommundsen（以上GEC）、Jihane 
Latrous（ECW）、Lauren Gerken（INEE）、Shiva 
Sharifzad（GBV AoR）、Manuela Tiyu（南スーダン
教育クラスター）。GECは、本ラーニング・ブリーフの作成にあ
たり、時間を割き知見を提供してくださった教育クラスター
ならびにGBV AoRの調整チームならびにジェンダー専門
家の皆様に心から感謝申し上げる。

	 本ラーニング・ブリーフならびに3件の国別ケース・スタディ
は、ECW-GECパートナーシップ（ECWアクセラレーション・
ファシリティ（AF）基金枠）およびGEC-NORCAPパート
ナーシップを通じて作成に至ったものである。

 

	 	 緊急時下の教育の調整と対応におけるジェンダ
ーおよびGBVのリスク軽減を統合するために利
用できる他のガイダンス、ツール、リソースについて

	 ジェンダーおよびGBVのスペシャリストが、世界レベルと国レ
ベルの両方において皆様をサポートしている。世界レベル
では、GECのジェンダーおよびGBVスペシャリストがあらゆ
る質問に答え、教育クラスターの活動を支援している。ま
た、GECヘルプデスクに問い合わせることもできる。 
その他の専門家として、GBV AoR、GiHA 
WG、GENCAPアドバイザー、クラスター主導機関（CLA）
のジェンダー／GBVスペシャリスト、あるいは、教育クラスタ
ーやクラスター間調整グループ（ICCG）といった組織のメ
ンバーが挙げられる。

5	 本ブリーフの執筆時点において、GECは、HPCのピアレビューと評価の段階にお
ける、ジェンダーおよびGBV RMの統合に関連する具体的なグッド・プラクティス
を特定していない。GECは、同クラスターがEiEプログラムやAAPメカニズムにお
けるジェンダーおよびGBV RMの統合について、パートナーとの集団的な学習プ
ロセスを促進し、クラスター調整実績モニタリング（CCPM）の実施中に自らの
実績を振り返る機会があり得ることを認識しており、そのような場合に、将来そ
れらの取り組みを文書化し、支援するよう努める。

6	 アフガニスタン、バングラデシュ、ブルキナファソ、ブルンジ、カメルーン、中央アフリカ
共和国（CAR）、チャド、コロンビア、コンゴ民主共和国（DRC）、エクアドル、エ
チオピア、ハイチ、ホンジュラス、イラク、レバノン、リビア、マリ、ニジェール、ナイジェリア、
モザンビーク、ミャンマー、パキスタン、パレスチナ、ペルー、ソマリア、南スーダン、スーダ
ン、シリア、ウガンダ、ウクライナ、ベネズエラ、イエメン。

7	 ECWは、緊急時および長期化する危機下における教育（EiEPC）のための
国連グローバル基金である。

8	 アフガニスタン、ブルキナファソ、中央アフリカ共和国（CAR）、チャド、コロンビア、コ
ンゴ民主共和国（DRC）、エチオピア、ナイジェリア、ミャンマー、南スーダン、全シリ
アおよび北西シリア、ウクライナ

https://educationcluster.box.com/s/bki3vptgsybf14g0p4rstm0azf95pc2g
https://www.educationcannotwait.org/
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	 GEC連絡先
	 GECジェンダー／GBVスペシャリスト： 
Marina Berbiec  
Email & Teams: mberbiec@unicef.org 
Skype: marina.berbiec 

	 ヘルプデスク： 
help.edcluster@humanitarianresponse.info 
Skype: help.edcluster 

	 ユニセフ・グローバル・クラスター調整課（GCCS）GBV
スペシャリスト： 
Pamela Marie Godoy 
Email & Teams:pgodoy@unicef.org

	 ガイダンスおよびツール
	 2023年 GEC HNO／HRPにおけるジェンダー／GBVの
ヒント集

	 2023年 GEC ニーズ査定トレーニングにおけるジェンダー
およびGBV RMの統合

	 2023年 GEC 教育ニーズの査定とレスポンス・モニタリング
におけるジェンダー／GBV指標

	 2022年 GEC AAAQ教育フレームワーク［改訂中］

	 2021年 GEC＆ユニセフ 教育クラスター向け GBV RM 
HPCツールキット

	 2015年 IASC GBVガイドライン 教育に係るテーマ別行
動指針（TAG）

	 2018年 IASC ジェンダーハンドブック

	 2021年 INEE ECW UNGEI EiE GenKit	 グローバルGBV AoR連絡先
	 ヘルプデスク：enquiries@gbviehelpdesk.org.uk

	 	略語一覧

	 AAAQ  
可用性・アクセス性・容認性・質

	 AAP  
影響を受けた人々への説明責任

	 AoR  
管轄部門 

	 CAR  
中央アフリカ共和国

	 CLA  
クラスター主導機関 

	 CP  
児童保護

	 CP AoR  
児童保護管轄部門

	 DRC  
コンゴ民主共和国

	 ECHO  
欧州委員会人道援助・市民保護総
局

	 ECW  
エデュケーション・キャノット・ウェイト

	 EiE  
緊急時下の教育

	 EiEPC  
緊急時および長期化する危機下にお
ける教育

	 FER  
一次緊急対応 

	 FGD  
フォーカス・グループ・ディスカッション

	 GAM  
ジェンダー＆年齢マーカー

	 GBV  
ジェンダーに基づく暴力

	 GBV AoR  
ジェンダーに基づく暴力管轄部門

	 GBVIMS 
ジ ェンダーに基づく暴力情報管理シス
テム

	 GBV RM  
ジェンダーに基づく暴力のリスク軽減 
 （策）

	 GCCS  
グローバル・クラスター調整課（ユニセ
フ）

	 GEC  
グローバル教育クラスター

	 GENCAP  
ジェンダー・スタンバイ・キャパシティ

	 GIHA WG  
人道的活動におけるジェンダー作業部
会 

	 GLO  
ジェンダー主導組織

	 HCT  
人道カントリー・チーム

	 HNO  
人道的ニーズの概要

	 HPC  
人道的プログラムのサイクル

	 HRP  
人道的対応計画

	 IASC  
機関間常設委員会

	 ICCG  
クラスター間調整グループ

	 INEE  
緊急時下の教育に関する機関間ネッ
トワーク

	 JENA  
共同教育ニーズ査定 

	 KII  
キー・インフォーマント・インタビュー

	 MHM  
月経衛生管理

	 MHPSS  
メンタルヘルスおよび心理社会的支援 

	 MSNA  
多部門ニーズ査定 

	 MYRP  
複数年レジリエンス・プログラム 

	 NGO  
非政府組織

	 NWS  
北西シリア

	 OCHA  
人道問題調整事務所

	 PiN  
困窮状態にある人々

	 PSS  
心理社会的支援 

	 PSEA 
性的搾取と虐待からの保護

	 SAG  
戦略的諮問グループ 

	 SEA  
性的搾取と虐待

	 ToR  
付託事項 

	 UN Women 

	 ジェンダー平等と女性のエンパワーメント
のための国連機関 

	 WASH  
水・トイレ・衛生習慣

	 WLO/WRO  
女性主導組織／女性の権利団体 

	 WoS 
 全シリア 

mailto:mberbiec%40unicef.org?subject=
mailto:help.edcluster%40humanitarianresponse.info?subject=
mailto:pgodoy%40unicef.org?subject=
https://educationcluster.box.com/s/3tq3me89ni33ad8jfi27j9b0q3jhabnk
https://educationcluster.box.com/s/3tq3me89ni33ad8jfi27j9b0q3jhabnk
https://educationcluster.box.com/s/5ne3ya1azy5djna2fjmvnxg9o4i1dimz
https://educationcluster.box.com/s/5ne3ya1azy5djna2fjmvnxg9o4i1dimz
https://educationcluster.app.box.com/file/1292986079113?s=4nc400slbxe8kwlg79v6wkj3lrhdunqw
https://educationcluster.app.box.com/file/1292986079113?s=4nc400slbxe8kwlg79v6wkj3lrhdunqw
https://educationcluster.box.com/s/vwggg8385n6ka586fce4yp14e4g0tlp0
https://educationcluster.box.com/s/m297jrzelb8yi6bnr85gsowjm393gy1w
https://educationcluster.box.com/s/m297jrzelb8yi6bnr85gsowjm393gy1w
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/TAG-EDUCATION-08_26_2015.pdf
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/TAG-EDUCATION-08_26_2015.pdf
https://interagencystandingcommittee.org/system/files/2020-09/The Gender Handbook for Humanitarian Action.pdf
https://inee.org/sites/default/files/resources/eie-genkit-2021-eng.pdf
mailto:enquiries%40gbviehelpdesk.org.uk?subject=
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	 本セクションでは、HPCサイクルのすべての段階に適用され
るグッド・プラクティスを紹介する。

	 女性主導組織（WLO）との協議と関わり：WLOは、
教育クラスターの分析、計画、意思決定プロセスのすべて
に関与すべきである。しかしながら、GECが2023年2月に
実施したジェンダー／GBV調査では、インタビュー対象のク
ラスターのほぼ半数がWLOをメンバーに入れていなかった
ことが明らかになった。3分の2（66％）は、女性や少女が
教育面で直面する障壁やリスクを特定し、それに対応す
るために、国や地域のWLOと連携したことはないと答え、
また、83％は、彼女らが教育クラスターと関与する上で直
面する具体的な課題や障壁を理解すべく、WLOと協議
したことはないと答えた。WLOや、人道的／緊急時下の
教育（EiE）を負託された組織の女性代表者が教育ク
ラスターのメンバーである場合、その関与の範囲は、クラスタ
ーを共同主導する（南スーダン）ことから、クラスターメンバ
ーの80％を占め、技術作業部会やサブナショナル作業
部会を主導する（ウクライナ）、クラスターのSAGのメンバー
である（CAR）、またはエデュケーション・キャノット・ウェイト
（ECW）の複数年レジリエンス・プログラム（MYRP）開
発プロセスにおいて、積極的な役割を果たすメンバーで、ジ
ェンダー主導組織（GLO）として活動する（チャド、エチオ
ピア）など、多岐にわたっている。	

	 WLOが関与することの主な利点として以下が挙げられる：

	n アフガニスタン、ブルキナファソ、ニジェール、ナイジェリア、スー
ダンなどの国々では、草の根レベルでのEiEプログラムの
実施において、多くの教育クラスターのメンバーが、WLO/
WROとのパートナーシップを優先していることが研究から
明らかになった。

	n 教育クラスターでWLOが積極的に活動している状況で
は、WLOがニーズの査定・分析、戦略設計活動に参加す
ることで、同クラスターが、（特に青年期の）女子が教育サ
ービスにアクセスする際に直面する障壁やリスクをよりよ
く理解し、緊急時下でより安全でより包摂的な教育を
設計することができるようになっていた。

	n WLOが教育クラスター活動に参加することは、ジェンダー
対応的なクラスターの現地化というアジェンダの強化に
も貢献している9。	 コロンビアの教育クラスターは、WLOを含む現地のパート

ナーと定期的に協議しながら、迅速な査定を行ってい
る。その結果、多くの地域で、通学路での犯罪組織によ
る身体的・性的暴力や、学校中退につながる早期妊
娠など、青年期の女子が直面する教育関連のリスクや
障壁に対する理解が深まっている。

	 CARでは、WLOが教育クラスターの戦略諮問グループ
（SAG）のメンバーに入っている。 
AFEB（Association des femmes 
évangéliques de Bossangoa）は、プロジェクト提
案書に女性や少女のニーズが明確に記載されているこ
とを確実にするため、定期的にプロジェクトのレビューと評
価を行っている。

	1	HPCサイクル全体におけるグッド・プラクティス、なお残るギ
ャップと課題

	 アフガニスタンの教育クラスターは、WLOや女性活動家
とともに固有のプラットフォームを作っており、プラットフォー
ムのメンバーが、少女や青年期の女子に緊急時下の教
育サービスを提供するための現在進行中の取り組みや
有望な実践例に関する情報を共有したり、12年生以
降の女子教育禁止による影響を緩和するためのアプロ
ーチや戦略について議論し、合意する場を設けてい
る。2023年のHRPにあるように、「教育クラスターは、クラ
スターやSAGの会議への出席を通じて意思決定に参
加するパートナー、とりわけ現地のパートナー（女性主導
のNGOパートナーや活動家を含む）を頼りにしている」。9	 クラスターの調整にWLOが参加することは、GBVのリスク軽減と現地化、および

AAPの基本原則である。ジェンダーに対応した現地化に関する2020年のグラ
ンドバーゲーンの ガイダンス・ノート には、WLOの教育活動への参加を支援し、そ
れを高めるためのより詳細なガイダンスが示されている。

https://reliefweb.int/report/afghanistan/afghanistan-humanitarian-response-plan-2023-march-2023
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	 WLOの参加を確保するためには、資金調達の仕組み
や、WLOとの協力に対するドナーのコミットメントも重要で
ある。 
例えば、ECWは、ECWが行うすべての投資の設計と実
施において、女性、少女、そして彼女らを代表する組織の
声を聞き、それを反映すること、そして「MYRPの設計と実
施にWLOが組織的に関与し」10、当該国の教育クラスタ
ーがその開発を促進することを約束している。HPCのすべ
ての段階において、教育クラスターがWLOを関与さ
せ、WLOと密接に協力する取り組みを追求し、強化する
必要がある。

	 教育クラスターによるジェンダー、GBV、PSEA、または
分野横断的なテーマごとのフォーカルポイントの指定：
フォーカルポイント（活動の中心）は、HPCサイクル全体を
通じて、ジェンダーおよびGBV RMが常にクラスターの活動
に組み込まれるようにすることを主たる責任としたうえ
で、GiHA WGまたはGBV AoRによって鍛えられる。その
ような責任には、次のことが含まれる可能性がある
（IASC 付託事項（ToR）草稿を確認するにはこちら）
。すなわち、教育クラスターの会議において、ジェンダ
ー／GBVおよびその他の分野横断的な事柄が議題とな
るようにすること；ジェンダーおよびGBV RMの統合に関
する助言と技術支援をクラスターのメンバーに提供するこ
と；GBV AoRまたはGIHAの会議に出席し、これらの活
動と教育クラスターの活動との連携を図ることである。これ
は、最近改訂された2024年 IASC 人道的活動におけ
るジェンダー平等と女性および少女のエンパワーメントのた
めのポリシーに整合する。

	 しかしながら、教育クラスターのジェンダー・フォーカルポイント
には、その役割と責任に関する明確なガイダンスがない。フ
ォーカルポイントが指定されたクラスターのうち、ToRを備え
ているのは2つのクラスターに限定されている。 
仮に、そういったToRがGIHA／PSEAレベルで存在すると
しても、必ずしもフォーカルポイントと共有されているとは限
らない。それゆえ、クラスターの期待という点で、フォーカルポ
イントと調整チームとの間に解釈の違いが生じることがあ
る。さらに、教育クラスター内でジェンダー・フォーカルポイント
を推進する役割は、特にボランティアベースで行われ、専用
の資金もないため、長期にわたって背負いたくない負担が
増えるという感覚に囚われることがよくある。結果として、多
くの場合、ToRにある通例の責任を優先させるという名の
もとで、ジェンダー／GBVフォーカルポイントの責任が通例
の責任と兼務になったり、あるいはその優先順位を下げた
りすることになっている。ジェンダー・フォーカルポイントが教育
クラスターの調整業務と兼務になっている環境では、両方
の仕事を組み合わせることは必ずしも容易ではなく、その
結果、ジェンダー／GBVの仕事よりも調整業務が優先さ
れている。

	 ECWが支援するジェンダー主導組織（GLO）との協
力 ― ECWが資金提供するMYRPの開発プロセスに
おいて：2021年以降、MYRPの各投資に対してGLOを
任命することがECWによって義務付けられており、WLO
がこのような役割を担うことがますます奨励されている。ジ
ェンダー主導組織は、教育クラスターとMYRP開発委員
会を支援することで、ECWが資金提供するMYRP全体
を通じてジェンダーおよびGBVへの配慮（少女やリスクに
さらされたその他のグループを対象とした、特定のアウトカ
ム、アウトプット、予算配分された活動を含む）が組み込ま
れるようにする、国内のジェンダー／GBV専門組織であ
る。これにより、ECW ジェンダー実施計画に沿ったジェンダ
ー応答的MYRPの設計が保証される。そうすることで、ジ
ェンダー／GBVの専門家組織と、教育クラスターの他のメ
ンバーとの間で、知識および経験を交換する機会が促進
される。

	 エチオピアの教育クラスターは、2023年から2024年にか
けて、INGOのVOICEとWLOが、ECWのアクセラレーシ
ョン・ファシリティ資金枠を通じて共同で実施する調査に
参加している。この調査の目的は、緊急時および長期
化する危機下における教育（EiEPC）の調整、協議、な
らびに計画策定において、現地の女性・女子組織の有
意義かつ公平な参加を強化するためのイネーブラー（目
的達成を可能にする要因）とボトルネック（目的達成
の停滞となる要因）、戦略、およびグッド・プラクティスを明
らかにすることである。

10	2021年 ECW ECWの支援投資における現地の女性・女子組織
（LWGO）の有意義な関与に関するガイダンス・ノート

	 パキスタンでは、教育におけるジェンダー平等の専門知
識を持つ2つの組織（PAGE：Pakistan Alliance for 
Girls EducationおよびVSO：Voluntary Service 
Overseas）が、ECWのMYRP開発プロセスを支援し
た。

1	HPCサイクル全体におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://educationcluster.box.com/s/cscopjziieih76yjlpktgo4r3ahdmn0v
https://interagencystandingcommittee.org/sites/default/files/2024-02/%28ENDORSED%29 IASC Policy on Gender Equality and the Empowerment of Women and Girls in Humanitarian Action.pdf
https://interagencystandingcommittee.org/sites/default/files/2024-02/%28ENDORSED%29 IASC Policy on Gender Equality and the Empowerment of Women and Girls in Humanitarian Action.pdf
https://interagencystandingcommittee.org/sites/default/files/2024-02/%28ENDORSED%29 IASC Policy on Gender Equality and the Empowerment of Women and Girls in Humanitarian Action.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2023-03/f_ecw1020_geewg_implementation_guide_mech_march_14.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-05/guidance-note-on-the-meaningful-engagement-of-lwgos.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-05/guidance-note-on-the-meaningful-engagement-of-lwgos.pdf
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	 2023年末、マリの教育クラスター、児童保護AoR、およ
びGBV AoRは、多様で最もリスクにさらされた少女およ
び少年の教育と保護のニーズについて、より調整された
包括的な対応を確実にするための集団的な優先行動
を定義すべく、合同ワークショップを開催した。これら3つの
調整機構は、以下の5つの優先的行動で協力すること
を約束した：

1	 ニーズ、障壁、リスクの共同分析 

2	 戦略文書の作成における協力

3	 合同のドナー・ラウンド・テーブル 

4	 GBVを含め、暴力の危険にさらされている、または
暴力を受けたことのある少女や少年からの情報開
示を特定し、これを受理するうえでの、学校および
学習空間のスタッフの照会経路とトレーニング

5	 セクター間協力を導く作業部会。

	 これら3つの調整チームは、ワークショップの直後から
2024年のHNRPに共同で取り組み、また、教育クラスタ
ーは、CPとGBVのAoRを年末の定例研修会に招いて、
教育クラスターの戦略についてのインプットを提供し続け
ている。

	 教育クラスターとCPならびにGBV AoRのセクター間
協力：教育クラスターと保護アクター（特に児童保護のア
クター）ならびにGBV AoRのセクター間で調整と協力を
行うことで、危機の影響を受けた子どもたちが直面するニ
ーズ、障壁、およびリスクに応答するさまざまな人道的対
応の一貫性と補完性が実現される。 
教育クラスターがCPならびにGBVのアクターと緊密に協力
する必要性は、次のような認識から来ている。すなわち、
教育とは保護的であることが可能であり、また、そうあるべ
きであるものの、必ずしもそれが実現されていないこと、そし
て、学校と学習空間は、教育へのアクセスだけでなく、危
険にさらされている子どもたちや暴力を受けた経験のある
子どもたちのための安全、保護、およびエンパワーメントの
機会、心理社会的支援、ならびに、CPおよびGBVの専
門的なサービスへのアクセスをも提供するものである、とい
う認識である11。

	 2023年には、教育関連のHRPの半数以上（52％）
が、特にGBVの予防、リスク軽減、および対応に関し
て、GBVまたはCP AoRとのセクター間協力を明確に取り
上げている。スケジュールの衝突や資金提供の優先順
位に関連する課題が提起されたが、教育、CP、および
GBVアクター間のセクター間協力が重要となる。CPや
GBV AoRが主導するGBV RM関連の活動は、チーム
間で合意した活動を実施し、モニタリングすることに対する
教育クラスターの主体性と説明責任を確実にするため、
最初の段階から教育クラスターと協力して行うことが不可
欠である。

	 ジェンダーおよびGBV RMの統合に関する、教育クラス
ターの調整チームおよびメンバーの能力強化と交流： 
教育クラスターの調整チームおよびメンバーは、ジェンダーお
よびGBV RMの統合に関する知識とスキルの継続的な
開発に関して、定期的に訓練と指導、そしてサポートを受
けることが不可欠である。そうすることで、EiEの調整と対
応において、あらゆる多様性を持つ少女ならびに少年に、
安全で包括的かつ中断のない教育へのアクセスを保証
するために、ジェンダーおよびGBVへの配慮を組み込むこ
との重要性について理解を深めることができる。これはま
た、教育クラスターが自身の活動にジェンダーおよびGBV
を統合するにあたって、調整と計画編成の両面で取るべ
き行動について、非常に明確で実践的な例を示してい
る。

11	保護の中心性、教育の最低基準、児童保護の最低基準、GBVの最低基
準、GBVガイドラインに沿ったもの。

	 全シリアのGBV AoRは、GBVリスク軽減の主流化にお
ける教育セクターの優先事項およびコミットメントに関す
る4ページの文書を作成した。この文書は、WoS、北西
部／境界域、北東部、およびダマスカスを拠点とする教
育クラスターのためのGBV RMガイドツールとして機能す
ることを意図している。これは、2023年にMSNAによって
特定されたGBVリスクに焦点を当て、それらが教育セクタ
ーとどのように関連しているかを分析している。また、シリア
の教育セクターにGBVのリスク軽減を組み込むうえでの
重大な障壁についても概説している。同GBV AoRは、
こうした課題を克服するためのいくつかの提言を行
い、AoRが教育クラスターを支援できる分野を提案し
た。

1	HPCサイクル全体におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://educationcluster.box.com/s/80s13qvfaxcc67ntm4a40a8vt5m0rzqk
2015 IASC GBV Guidelines Thematic Action Guide (TAG) for Education
https://reliefweb.int/report/world/centrality-protection-humanitarian-action-questions-and-answers#:~:text=The%20centrality%20of%20protection%20means,toward%20a%20stronger%20protection%20response.
https://inee.org/sites/default/files/resources/INEE_Minimum_Standards_Handbook_2010%28HSP%29_EN.pdf
https://alliancecpha.org/sites/default/files/technical/attachments/cpms_2019_final_en.pdf
https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-11/19-200 Minimun Standards Report ENGLISH-Nov 1.FINAL_.pdf
https://gbvaor.net/sites/default/files/2019-11/19-200 Minimun Standards Report ENGLISH-Nov 1.FINAL_.pdf
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/2015-IASC-Gender-based-Violence-Guidelines_lo-res.pdf
https://educationcluster.box.com/s/0jxcsyirybwirqsdxz61dfhf0xrjp6tf
https://educationcluster.box.com/s/0jxcsyirybwirqsdxz61dfhf0xrjp6tf
https://educationcluster.box.com/s/0jxcsyirybwirqsdxz61dfhf0xrjp6tf


	 ラーニング・ブリーフ - 2024年1月教育クラスターによるジェンダーおよびジェンダーに基づく暴力のリスク軽減の統合に関するグッド・プラクティス 9

	 	 主たるイネーブラー（目的達成を可能にする要因）

	 OCHAのジェンダー統合ならびにその他の分野横断
的な課題に対する戦略的コミットメントは、教育クラスタ
ーの活動においてジェンダー統合を可能にする重要な要
因であるとして、ほとんどの教育クラスターから評価されてい
る。このようなコミットメントは、GiHAやその他の分野横断
的なテーマ別グループによる、教育クラスターの
HNO／HRPのナラティブの体系的レビュー、ジェンダー・フォ
ーカルポイントの指定、ならびに、共同資金の配分スコアカ
ードにジェンダー平等、影響を受けた人 へ々の説明責任
（AAP）、障がいと包摂性の項目を含めるきっかけとな
る。教育クラスターは、特にGBV RMに関してOCHAがさ
らに優先順位を高めることが有用であろうと指摘してお
り、これには2017年にIASCが発行した、GBVへの対処
方法に関する人道調整者（HC）および人道カントリー・
チーム（HCT）向けピア・ツー・ピア（P2P）ガイダンス・ノート
12の体系的な実施や、国別共同基金（CBPF）スコアカ
ードの使用が含まれる。なお、このスコアカードには、プロジ
ェクト審査プロセスの加重指標として、ジェンダー平等の
促進、GBVへの対応、IASCのGBVガイドラインとの整合
性、保護の中心性、AAP、およびジェンダー応答的な現
地化が含まれている。

	 クラスター主導機関（CLA）の組織的コミットメント：
ジェンダー／GBV RMの統合に関するユニセフとセーブ・ザ・
チルドレンからの支援は、教育クラスターがジェンダーおよび
GBV RMの唱道者としての役割を果たすために極めて重
要であるとして、いくつかのクラスターによって強調されてい
る。

	 教育クラスターの調整チームのこれまでの経験、トレー
ニング、コミットメント：教育におけるジェンダーおよびGBV 
RMの統合に関する経験を有していたり、そのような訓練
を受けた教育コーディネーター、あるいは、GBV RMが実
際にどのようなものかを知っている教育コーディネーターは、
パートナーに対して、彼らが自らの対応にジェンダーおよび
GBV RMを体系的に組み込み、GBV AoRとの緊密な
連携を維持するよう積極的に促すことができる。このこと
は、GECが、ジェンダーおよびGBVに関する国の教育クラ
スターの能力を強化するという取り組みの重要性を強調
している。

	 2022年、DRCの教育クラスターは、ジェンダー／GBVなどの分野
横断的テーマを含め、EiEに関連するトレーナーの人材バンクを州
レベルで設けた（ToRはここからアクセスできる）。能力開発ニーズ
の事前査定により、クラスター・メンバーの80％が能力開発を必
要としていることが明らかになった。同クラスターは、児童保護、子
どものセーフガーディング、ジェンダーおよびGBVの予防とリスク軽減
など、トレーニングのファシリテーションや特定の専門分野で能力を
持つパートナーを特定した。同クラスターは、外部からの支援に頼
るのではなく、内部の人的資源を活用することで、メンバーがいつで
も安全で質の高いEiEプログラムを提供できるよう、メンバーの知
識の深耕と能力強化を図っている。このイニシアチブはまた、教育
クラスターの活動における分野横断的な課題の統合を改善し、
クラスターの調整プロセスにおける現地パートナーの関与と主体
性の強化を支援することも目的としている。これは、GECのジェン
ダーおよびGBVのスペシャリストやGBV AoRの支援を受けたうえ
で、他の文脈でも再現し、その影響をモニタリングすることができる
だろう。

	 2022年末から2023年半ばにかけて、GECの
ジェンダーおよびGBVのスペシャリストは、8ヵ国
の教育クラスターの調整チームやメンバー150
組以上に対し、教育の調整と対応におけるジ
ェンダーおよびGBV RMの統合について（オン
ラインと対面で）トレーニングを行った。トレーニン
グ教材は英語とフランス語で用意されており、
実装前に必ず当地の状況に合わせて調整さ
れている。GECはまた、教育クラスターに対して
毎年提供しているグローバルCORE 2トレーニ
ングを全面的に見直し、分野横断的な課題、
特にジェンダーおよびGBVをより深く組み込む
ようにしたところ、参加者から好意的なフィードバ
ックを得た。GECは現在、緊急時下の教育の
調整と対応における、ジェンダーおよびGBV 
RMに関するeラーニングを開発中である。

12	このガイダンス・ノートは現在改訂中で、2024年に改訂を終える予定である。

1	HPCサイクル全体におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://deliveraidbetter-wp.s3.us-west-2.amazonaws.com/wp-content/uploads/2017/11/09160335/P2P-Support-GBV-note-final.pdf
https://deliveraidbetter-wp.s3.us-west-2.amazonaws.com/wp-content/uploads/2017/11/09160335/P2P-Support-GBV-note-final.pdf
https://deliveraidbetter-wp.s3.us-west-2.amazonaws.com/wp-content/uploads/2017/11/09160335/P2P-Support-GBV-note-final.pdf
https://educationcluster.app.box.com/file/1409070592373?s=st9xh0ku82qkgs652zgol056csf36xko
https://educationcluster.app.box.com/file/1409070592373?s=st9xh0ku82qkgs652zgol056csf36xko
https://educationcluster.box.com/s/i4xhwrzud1ryfajqzq330c2aet1cebh6
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	 国の教育クラスターは、戦略文書内で以下のことにコミットすることにより、WLOと積極
的に関わり、WLOの能力を強化する。

a	 その文脈の中でWLOを特定すること

b	 その組織的、運営的、技術的能力を強化すること 

c	 クラスターのメンバー、クラスターの共同議長、国レベルまたはサブナショナル・レベルの作
業部会またはタスクフォース、SAGのメンバー、および、EiEサービス提供の実装パートナ
ーとしてのWLOの、教育クラスターでの積極的かつ有意義な関与を支援すること。

	 GECは、2024年、ジェンダーに対応した現地化に関して、WLOのメンバーシップ／リーダー
シップの水準および障壁のマッピングに取り組み、教育クラスターを支援する予定である。

	 1

	 ヒント

	 2

	 3

	 4

	 5

	 6

	 7

	 国の教育クラスターは、ジェンダー／GBVのフォーカルポイント、あるいは、ジェンダ
ー／GBV関連の特定の責任を備えた分野横断的なフォーカルポイントを指定する。教
育クラスターのニーズに合わせた標準的なToRは、GIHAまたはGBV AoRが配分するこ
とができる。 
GECは、要請に応じて、ToRの作成ならびに、任命された個人または組織の指導を支
援することができる。

	 国の教育クラスターは、MYRP開発プロセスにおいてジェンダー主導組織と緊密に協力
することで、ジェンダーおよびGBVへの配慮がプロセス全体を通して主流となるようにし、ま
た、1つ以上のアウトカムをジェンダーを対象とした介入ならびにGBV RMの介入に特化さ
せるようにする。

	 国の教育クラスター、GBV、およびCP AoRは、相互協力分野を共同で特定
し、HPCサイクル全体の優先事項を定め、モニタリングの枠組みに合意する。

	 国の教育クラスターは、ジェンダーおよびGBV RMの統合に関してメンバーが継続的な
能力開発と交流ができるようにする。 
ガイダンス、ツール、トレーニング、コーチングの機会といったサポートは、GECのジェンダーおよ
びGBVスペシャリストを通じて利用できる。

	 グローバル教育クラスターは、ジェンダーおよびGBV RMの統合に関するグッド・プラクテ
ィスのリポジトリを構築・維持し、利用可能なツール、ガイダンス、グッド・プラクティスを国の
教育クラスターと定期的に共有する。 
GECは、2023年のグローバル年次パートナー会議でのパートナーのコミットメントと整合さ
せながら、保護と包摂により広範に注目し、その他の分野横断的な課題にも敷衍させ
るために、このリポジトリを構築する。

	 グローバル教育クラスターとグローバルGBV AoRは、共同のグローバル・ガイダンス、ツ
ール、指標、およびアドボカシー資料、ならびに、国／現場の支援を含め、教育セクターに
おけるジェンダーおよびGBV RMの統合に関する相互協力体制を強化する。

1	HPCサイクル全体におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://educationcluster.app.box.com/file/1268486504415?s=z1qdsknsawprubvr5m55am6mxebb88mu
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	 ジェンダーおよびGBVのリスク分析を行うことは、教育ニー
ズの査定・分析において、危機が少女および少年の教育
や教職現場に与えるジェンダーごとの異なる影響や、既存
のジェンダー不平等が危機によってどのように悪化したかを
理解するうえで不可欠である。少女、少年、青年期の子
どもの多様なグループが直面する教育上のニーズ、障壁、リ
スクに関する性・年齢・障がい別データ（SADD）の収集
と分析は、あらゆるジェンダー分析の中核をなすものであ
る。

	 教育サービスにアクセスする少女および少年における、
ジェンダーおよびGBVに関連した障壁およびリスクの
分析：教育クラスターは、教育ニーズの分析全体におい
て、ジェンダーおよびGBVのリスク分析を統合することに実
質的な労力を注いでいる。

	 2023年には、ほぼすべての教育HNO（94％）が、教育
を必要とする人々に関する性ごとのデータをPINのナラティ
ブや自身のナラティブの中で示しており、教育HNOの4分
の3以上（78％）が、緊急時下での教育サービスにアク
セスする際に少女が直面する障壁やリスクについて何らか
の説明を盛り込んでいた。また、61％は、通学路や、学校
および学習空間で少女や少年が直面する安全上の懸
念や保護／GBVのリスクを分析していると報告している。
しかしながら、PINを性・年齢・障がい別に細分化したもの
という点では、ジェンダーあるいはGBVに関連した頑健な
リスク分析が必ずしも存在するわけではなかった。例えば、
就学率はなお、「子ども」全体について示されることが多く、
年齢や教育水準という点で、教育へのアクセスにジェンダ
ー差があるかどうかについては、詳細が示されていない。

	 児童保護やGBVの課題は、文脈を問わず最も一般的
なものであり、学校を中途退学する主な理由となることが
多い。これには、児童婚（GBV）、少女の早期・強制妊
娠、少女（そして少女と比べて圧倒的な数の少年）の児
童労働、通学路や学校での安全への懸念や、安全確
保およびGBVのリスク、少女のサバイバル・セックスや少年
の武装勢力への強制徴用など、その他の安全確保およ
びGBV関連の懸念が含まれる。

	 イエメンの教育クラスターは、2023年のHNOの中で、女
性の教師はわずか32％にすぎず、少女の教育へのアク
セスに影響を及ぼしていると指摘した。

	 パレスチナの教育クラスターは、2023年のHNOにおい
て、ヨルダン川西岸およびガザにおける通学路での安全
確保リスクが、少女と少年の両方の中途退学を引き起
こす主な理由であることを明らかにした。また、青年期の
男子は危機下において家計に貢献することが期待され
るため、退学率は女子よりも男子の方が高いことも示さ
れた。女子が中途退学するのは、早期結婚や家族から
の圧力、あるいは安全確保への懸念が原因であること
が多い。

	2	ニーズの査定と分析におけるグッド・プラクティス、なお残る
ギャップと課題

	 2022年のニジェールのJENA（英語の要約はこちら）では、
協議に参加した少女の半数近くが、女子が中途退学する
理由はGBVの一種である児童婚であると答えている。キ
ー・インフォーマントの42％が、少女は通学中に性暴力や暴
行を受けるリスクがあると答えた。2023年のCARのJENA（
英語の要約はこちら）では、過去6ヶ月の間に17％が、性
暴力を含め、学校や通学路で当該コミュニティの少女が経
験した暴力事件について見聞きしたとしている。2023年の
カメルーンのHNOでは、貧困に直面した少女が用いる負の
対処戦略が強調された。「両親の収入不足に直面した子
どもたちは、学校に通えなくなった［...］ 幼い少女や青年
期の女子は、家事使用人や「安い」家事労働者になったり、
あるいは、サバイバル・セックスに頼らざるを得なくなったりして
いる［...］ 小学生を含む少女らは、自分の教育費を稼ぐ
ためにサバイバル・セックスに頼ると報告されている」。

https://reliefweb.int/report/yemen/yemen-humanitarian-needs-overview-2023-december-2022-enar#:~:text=This%20HNO%20analysis%20estimates%20that,and%20sanitation%2C%20and%20protection%20needs.
https://reliefweb.int/report/occupied-palestinian-territory/occupied-palestinian-territory-opt-humanitarian-needs-overview-2023-january-2023
https://educationcluster.app.box.com/file/1179041326151?s=myy8el3r0ulx7bmnmtx3guo3jgr78mo5
https://educationcluster.app.box.com/file/1179039552526?s=i2vez892ta6gwxgxloigyq307qw7ok81
https://educationcluster.app.box.com/file/1385517194061?s=8bfq121fdykkid115c26fsjbctii8rkw
https://educationcluster.app.box.com/file/1385517685911?s=075xccg3o6xh78kiba1n27j2yf2fe0f2
https://reliefweb.int/report/cameroon/cameroon-humanitarian-needs-overview-2023-march-2023
https://reliefweb.int/report/cameroon/cameroon-humanitarian-needs-overview-2023-march-2023
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	 GECのジェンダー／GBVスペシャリスト、GiHA WG、UN 
Women、GBV AoR、あるいはPSEAネットワークは、多く
の場合、教育ニーズの分析にジェンダーへの配慮を組み
込むことを支援している。このような支援は、HNOでの教
育クラスターセクションの体系的レビュー、教育におけるジェ
ンダー格差と関連する根本原因に関する分析の共
有、GBVIMSデータ（特に、児童婚など少女に加害され
たGBV事例の報告）、教育関連のGBVリスクの分析な
ど、さまざまである。GECは、2023年に教育クラスターのた
めのHNO/HRPにおけるジェンダーおよびGBVの統合に
関するヒント集を作成した。ミャンマー、ナイジェリア、全シリ
アなどいくつかの状況では、教育査定ツールを直接レビュ
ーする支援も行われている。

	 教育データ収集ツールにジェンダーおよびGBVの検討事
項が組み込まれているにもかかわらず、教育セクターに関
連するジェンダーおよびGBVのデータや、ジェンダー／GBV
の視点から捉えた、利用可能な教育データの分析にお
ける国内の能力は、なお限定的である。教育クラスターの
中には、ジェンダーに基づく分業、家計の意思決定、公共
のスペースやサービスへのアクセスなど、ジェンダー／GBVの
専門家組織によるマルチセクター・ジェンダー分析から得ら
れた知見を、自らの分析や対応に役立てているところも
多くある。しかしながら、このようなジェンダー分析が常に利
用できるとは限らず、また、その教育セクターに関連する少
女と少年のニーズに特化した知見が含まれていない場合
もある。例えば、現在利用できるUN Women／CARE
の迅速ジェンダー分析（RGA）ツールには、必ずしも教育
が含まれておらず、また、これが含まれていたとしても、その
情報は危機に陥る以前の国内データに限られており、そ
の焦点は少女ではなく女性の状況に限定されていること
が多い。教育クラスターのメンバーは、迅速査定、多部門
ニーズ査定（MSNA）、あるいは合同教育 

	 ニーズ査定（JENA）といったツールは一般的すぎると感じ
ると報告している。収集されたデータは、収集過程であろ
うと分析過程であろうと、性や年齢、および障がいごとに
集計されているとは限らず、また、このようなツールには、セク
ターに関わるGBVのリスクや障壁を詳細に分析できるよう
な質問が必ずしも含まれているわけではない。教育クラス
ターのメンバーは、これらのツールが少女と少年を特に区別
することなく、広い意味で子どもたちのデータが収集されて
いると感じている。教育パートナーが学校や学習空間にお
けるニーズの査定やレスポンス・モニタリングにおいて、安全
性の監査を普通に利用する状況にはまだ程遠い。そのよ
うな場合であっても、安全性の監査がクラスターによって、
あるいは文脈全体を通して、標準化されているわけでは
ない。ジェンダー／GBVのデータは、JENAで利用できるよ
うになってきている。それでもなお、教育クラスターの調整チ
ームは、教育セクターに直接関連するジェンダーおよび
GBVの頑健な障壁・リスク分析を行うために、どのようなデ
ータを使用できるかを特定するためのさらなる支援を必
要としている。

	 教育セクターにおけるAAAQフレームワークの調整と活
用：2023年、GECは、世界的なニーズの査定と準備
（NAP）のトレーニングにおいて、ジェンダーおよびGBVの
主流化に関する詳細な演習を完了し、また、教育ニーズ
の査定におけるジェンダーおよびGBVの専用セッションを
初めて開発および提供した。GECは、ECWの支援を受
けながら、AAAQフレームワークを教育セクター向けに調
整する作業を行っており、これには簡単な方法論ガイダン
スの開発、査定フレームワークのガイドとなる一連の設問、
今後GEC JENAバンクに掲載される可能性のある一連
の設問指標などが含まれる。

	 2023年、GECは8ヵ国でAAAQフレームワークのトレー
ニングを行い、また、4ヵ国において、AAAQフレームワーク
ならびにジェンダー／GBVの検討事項を当地の査定フ
レームワーク、データ収集ツール、および方法論に統合す
る支援を行った。

2	ニーズの査定と分析におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://educationcluster.app.box.com/file/1287856576179?s=3tq3me89ni33ad8jfi27j9b0q3jhabnk
https://educationcluster.app.box.com/file/1287856576179?s=3tq3me89ni33ad8jfi27j9b0q3jhabnk
https://educationcluster.app.box.com/file/1287856576179?s=3tq3me89ni33ad8jfi27j9b0q3jhabnk
http://gender.careinternationalwikis.org/care_rapid_gender_analysis_toolkit
http://gender.careinternationalwikis.org/care_rapid_gender_analysis_toolkit
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	 教育セクターに合わせたガイダンス、ツール、およびトレーニ
ング資料を開発することは、ジェンダー不平等、GBV、（特
に少女の場合の）教育へのアクセスの欠如や中断との関
連についての強力なエビデンスを得るのに役立っている。

	 青年期の女子を含む、少女たちとの協議：教育クラスタ
ーは、ニーズの査定と分析において、少女、少年、青少年
の子どもを含む子どもたちの参加を最優先事項とするよ
うになってきている。2023年、GECは、ジェンダー、GBV、お
よび障がいの統合に強く焦点を当てた、安全で包摂的な
子どもの参加のためのチェックリストを新たに作成した。ニー
ズの査定・分析段階における女性および少女との協議
は、未だ体系的とは言いがたいものの、これは方法論上の
重大な限界として認識されつつあり、教育クラスターによっ
て改善が加えられている。多くの状態で分析の一次デー
タ源として使われているMSNAやJENAは、必ずしも女性
や少女をキー・インフォーマントとして意図的に含めている
わけではない。

	 学校調査は多くの場合、校長や教師を対象に行われる
が、そのような役職にあるのは圧倒的に男性であ
る。MSNAは世帯主（通常は男性）を対象としている。
ほとんどの教育ニーズ査定は、男性だけの知識や意見に
基づいているため、女性や少女の具体的な経験について
の情報が欠落している。教育パートナーも含め、ほとんどの
状況において、教職員は圧倒的に男性であり、また、ほと
んどの査定チームにおいて女性スタッフの数は限られてい
る。いくつかの状況においては、女性や少女との効果的な
協議のボトルネックとして、社会規範やジェンダー規範が
強調されている。アフガニスタンでは、男性の保護者なしで
女性や少女との協議を組織することは難しい一方で、ブ
ルキナファソでは、女性や少女は、特に男性の面接官に
対して、自由に話すことに必ずしも抵抗を感じない。ニーズ
査定において、多くの場合、少女の声が聞かれることはな
く、彼女らのニーズは把握されていない。幼い少女や青年
期の女子と熱心に協議することは、EiEへの対応が、彼女
らのニーズ、脆弱性、嗜好、および能力に合わせて適切に
設計されるようにすることにつながる。子ども参加型のアプ
ローチから、子どもは自分たちの生活を良く知っており、障
壁やリスクは、性・年齢・障がいや、社会経済的状況、避
難、婚姻状況といった特性によって大きく異なる可能性
があることが分かっている。

	 2023年のJENA期間中、CARの教育クラスター
は、GECのジェンダー／GBVスペシャリストの支援のもと、
次の事柄に取り組んだ。すなわち、二次データレビュー
（SDR）にジェンダーおよびGBV関連の複数の分析レ
ポートを盛り込むこと；量的・質的データ収集ツールにジ
ェンダー／GBVへの堅実な配慮を統合すること；査定チ
ームメンバーやキー・インフォーマントとしての女性の参加
を強化すること；フォーカス・グループ・ディスカッション
（FGD）への少女の確実な参加を確保すること。加え
て、データ収集を担当するパートナーは、現場査定中に
GBVの情報開示にどのように対応するか、利用可能な
サービスがない場合にサバイバー（当事者）をどのように
支援するか、あるいは、GBV照会経路を通じてどのよう
にサービスを紹介するかを扱う調査員を対象としたトレ
ーニングに、初めて参加した。

	 共同分析ワークショップでは、ジェンダー不平等、GBV、
および青年期女子の教育の中断との間の関連性が明
確になり、これについては、JENA報告書（英語の要約
はこちら）で閲覧することができる。

	 CARとパキスタンの教育クラスター／WGおよびCP 
AoR／WGが2023年に実施したJENAでは、協議に
参加した480人の子どものうち52％が少女であった。
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https://educationcluster.app.box.com/file/1332329318137?s=5ya5m8qn0ru8tpdfu42r5bgoe30jt3gd
https://educationcluster.app.box.com/file/1332329318137?s=5ya5m8qn0ru8tpdfu42r5bgoe30jt3gd
https://educationcluster.app.box.com/s/8bfq121fdykkid115c26fsjbctii8rkw
https://educationcluster.box.com/s/075xccg3o6xh78kiba1n27j2yf2fe0f2
https://educationcluster.box.com/s/075xccg3o6xh78kiba1n27j2yf2fe0f2
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	 国の教育クラスターは、困窮状態にある人 （々PIN）についての、性・年齢・障がい別デ
ータ（SADD）を体系的に収集および分析する。

	 1

	 ヒント

	 2

	 3

	 4

	 国の教育クラスターは、HNO、戦略書、ECW MYRPなどの戦略文書における教育ニ
ーズの分析全体に、ジェンダーおよびGBVのリスク分析を体系的に盛り込み、ジェンダ
ー／GBV関連の利用可能なデータと教育データとを三角測量し、GECや国内のジェン
ダー／GBV専門家に支援を求める。

	 国の教育クラスターは、JENAなどの教育ニーズ査定に関する査定フレームワーク全体
にAAAQフレームワークを体系的に組み込む。また、一次データ収集ツールにジェンダーお
よびGBVへの配慮を統合し、SDRでジェンダーおよびGBVの情報源を使用する。

	 国の教育クラスターは、女性と少女が、データ収集スタッフや参加者／情報提供者 
 （ジェンダー応答的な方法論や、子ども参加型の方法論）といった役割での参加を含
め、教育ニーズ査定に積極的かつ十分に関与するようにする。また、WLOが、方法論や
ツールの設計、データ収集やその後のデータ分析、報告、査定に参加した当事者グルー
プとの振り返りを含め、ニーズ査定プロセスのあらゆる段階に関与することを確実にする。

2	ニーズの査定と分析におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題
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	 2023年、北東シリア（NES）の緊急時下の教育に関
する作業部会（EiE WG）は、2022年のJENAの結果
を踏まえ、新たな戦略を開発するためのワークショップを
開催した。そのJENAでは、GBVについて教育を受けてい
ると答えた生徒は29％、教師は37％に過ぎなかった。
これを受けて、EiE WGはGBV AoRと協力
し、GBV、PSS、PSEA、および包摂性に関する教師への
トレーニングを計画した。同教育クラスターの戦略に記さ
れたその他の協力イニシアチブとしては、学習空間へのア
クセス性に関するパートナーの安全監査と家庭評価の
共同分析、児童婚が少女とその教育にどのような影響
を与えるかに関する共同啓発キャンペーンの開発と実施、
学校でのディグニティ・キット（女性や少女の尊厳を守る
ために最低限必要な生活必需品が入ったキット）の配
布などがある。

	 戦略設計段階にジェンダーおよびGBVのリスク軽減の介
入策を統合することは、ニーズの査定・分析段階で特定
された多様なグループの少女と少年が直面する具体的な
ニーズ、障壁、およびリスクに対応するうえで、また、教育クラ
スターのすべてのメンバーがEiE対応においてそのような介
入を体系的に優先させるうえで極めて重要である。教育
クラスターは、ジェンダーおよびGBV RMの基準を設定・推
進するという自らの役割を活用することで、担当セクターの
EiEへの対応全体の改善を図ることができる。

	 クラスターの戦略開発プロセスにおけるGBV AoRとの
協議：いくつかの教育クラスターは今年、戦略開発プロセ
スの一環としてGBV AoRとの協議をおこなった。教育クラ
スターにとって、新たな戦略を開発することは、GBVリスクを
特定し、それに対応するGBVリスク軽減策を教育クラスタ
ー自身の対応に統合するために、GBV AoRのサポートを
受ける重要な機会である。GBV AoRコーディネーターを
戦略策定・検証ワークショップに招き、戦略草案への意
見を求めることは、戦略開発の基本原則のひとつである「
すべての関係者との協議」に合致するものである。教育ク
ラスターは、ジェンダーに照準を合わせ、事前に特定され
標準化された介入策や、特定の状況および障壁・リスク
分析に適応させることができるGBVリスク軽減策の事例
を蓄えておくことで、それらの介入策を自らの戦略的対応
計画に統合することが容易になったと報告している。

	 2023年5月、アフガニスタンの人道カントリー・チーム
（HCT）は、GiHA、AAP、ならびに障がい包摂性の各作
業部会、およびPSEAネットワークが作成した、アフガニスタ
ンにおける質の高いプログラム構成のための最低基
準：AAP、PSEA、ジェンダー、障がい包摂性を承認した。
アフガニスタンの教育クラスターは、これらの基準を遵守
することを約束し、この基準はすでに2024年のHRP策
定の指針となっている。この基準はまた、アフガニスタン人
道基金からの配分に反映されることも期待されている。

	3	戦略設計におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

	 2023年、GECのジェンダー／GBVスペシャリスト
は、CARの教育クラスターが新たな戦略を策定するのを
支援した。その新戦略には、ジェンダーに的を絞ったいくつ
かの介入策とGBVリスク軽減策が盛り込まれた。2023
年6月、同教育クラスターはGBV AoRのコーディネータ
ーを戦略検証ワークショップに招待した。GBV AoRは、
学校や学習空間における安全確保および照会メカニ
ズムの強化など、保護の中心性を強化するとともに、同
教育クラスターをさらに支援することを約束した。

	 2023年、チャドでは、教育クラスターのコーディネーター
が、GECのジェンダー／GBVスペシャリストの支援を受
け、すべてのパートナーとともに新たな戦略の開発プロセ
スに着手した。パートナーは、教育セクター向けに調整さ
れた2日間のジェンダー／GBV研修、ジェンダー／GBV
戦略レビュー、およびMYRP学習ワークショップに参加し
たばかりであった。新戦略の開発にあたり、同クラスター
は、ジェンダー／GBV、安全確保、および包摂性の課題
をより強力に組み込み、教育からの排除やその他の権
利侵害のリスクに最もさらされている多様な少女や少
年に明確に照準を合わせるために、技術諮問グループ
を結成することを決定した。

https://educationcluster.app.box.com/s/19dztlafckhtnajrirj26phrma8xmhn8
https://reliefweb.int/report/afghanistan/minimum-standards-quality-programming-afghanistan-aap-psea-gender-and-disability-inclusion
https://reliefweb.int/report/afghanistan/minimum-standards-quality-programming-afghanistan-aap-psea-gender-and-disability-inclusion
https://reliefweb.int/report/central-african-republic/republique-centrafricaine-strategie-du-cluster-education-2023-2025#:~:text=L'objectif%20de%20cette%20strat%C3%A9gie,mani%C3%A8re%20coordonn%C3%A9e%2C%20transparente%20et%20efficace.
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	 必要不可欠なGBVリスク軽減策の、教育クラスターの
戦略文書への盛り込み：

	 1	すべての教育パートナー、教師、学校職員に対する、子
どものセーフガーディングとPSEAポリシー、ならびに行
動規範（CoC）に関するトレーニングおよび署名：子ど
ものセーフガーディング違反には、SEAを含む多くの形態の
GBVが含まれる。 
いくつかのクラスターは、その戦略文書の中で、学校や学
習空間でSEAが発生するリスクは、緊急時に悪化すると
いう認識を示している。教育クラスターは、パートナーが
CoCを実装できるよう支援する重要な役割を担ってい
る。しかしながら、2023年の時点で、教師がオリエンテーシ
ョンを受け、性的搾取と虐待からの保護（PSEA）条項
を盛り込んだ行動規範（CoC）に署名した学校／学習
空間の割合に関する情報を、HNOあるいはHRP内で共
有している教育クラスターの数はまだわずかである。2023
年のGECのジェンダー／GBVベースライン調査では、クラス
ターのメンバー全員が行動規範に署名したと報告したクラ
スターは43％に過ぎなかった。

	 2	すべての教育パートナー、教師、学校職に対する、GBV
の情報開示への対応方法とGBVの照会経路に関す
るトレーニング：多くの教育クラスターは、ジェンダー／GBV
の基本的概念、GBVの照会経路、およびGBVポケットガ
イドに関する能力開発を、GBVリスク軽減策としてその戦
略計画に盛り込んでいる。 
しかし現実には、クラスターのメンバー全員が照会経路に
関する体系的なトレーニングを受けているわけではなく、そ
のようなトレーニングが行われる場合でも、通常は国レベル
での実施であり、国より小さな単位や、学校や学習空間
に従事し、事件を直接目撃したり、子どもたちから情報開
示を受けたりする可能性のある現場の教職員のレベルに
までトレーニングが行き渡っているケースはほとんどない。 

また、ほとんどの場合、照会経路はサービス・マッピングやパ
ートナーのディレクトリ／さまざまなサービス・ポイントの連絡
先リストに限られていることが報告された。安全、秘密保
持、尊重、非差別というGBVの指導原則を確実に守る
べく、誰がどのように最初に連絡を取るべきかについての実
践的な指針は示されていない。さらに、サービス・マッピング
や照会経路で共有される情報は、必ずしも定期的に更
新されるとは限らないため、プロジェクトが終了したり、その
分野で新規プロジェクトが発足したりすると、たちまち無意
味なものとなってしまう。その結果、教師を含むすべての教
育関係者が、とりわけ子どもたちからのGBVの情報開示
にどのように対応し、どのように安全に照会すればよいかを
実際に知っているわけではない。さらに、教育関係者が実
際に経路を利用しているかどうか、またどのように利用して
いるかを評価する監視システムもない。最後に、GBVサバ
イバーへの緊急かつ短期的な救命サービスが優先される
ことが多く、GBVが原因で中途退学した場合の再就学
など、子どものサバイバーの長期的なニーズや回復にはあま
り焦点が当てられていないため、GBVのサービス・プロバイダ
ーから教育関係者への照会は限定されている。

	 ミャンマーの教育クラスターは、2023年のHRPの中
で、GBV AoRと協力し、GBVのリスク、GBVの情報開
示への対応方法、ならびに適切な支援サービスへの適
切な照会経路に対する、子どもたちや教師の意識を高
めることを計画に盛り込んでいる。

3	戦略設計におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

	 南スーダンの教育クラスターは、緊急事態における教師
の行動規範（CoC）を策定した。これは、学校や学習
空間でのGBVやPSEAを禁じ、リスクの軽減や事例の
報告あるいは照会における教師の役割を説明してい
る。CoCに違反した場合の罰則も含まれており、「本
CoCに規定された倫理を満たさない教師は、停職また
は解雇によって懲戒処分を受ける。[...] 法的訴追もあ
り得る。」と記されている。教師らはこのCoCを遵守する
ことが求められた。

	 モザンビークの教育クラスターは、2023年のHRPの中
で、全職員が行動規範に署名するようパートナーを指導
することにコミットしている。同クラスターは、PSEAネットワ
ークと連携し、PSEAについてメンバー、パートナー、コミュ
ニティ・リーダー、および政府高官をトレーニングするため
の能力開発および啓発セッションを実施する予定であ
る。同クラスターのメンバーは、プロジェクト活動に関わるす
べての人 、々特に受益者や子どもたちと定期的に接触
する人々が、PSEAの研修を受けることを確実にすること
にコミットしている。

https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2018/03/GBV_PocketGuide021718.pdf
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2018/03/GBV_PocketGuide021718.pdf
https://reliefweb.int/report/myanmar/myanmar-humanitarian-response-plan-2023-january-2023
https://educationcluster.box.com/s/c9b0unvfo1lsy1yzck4xbfpzwo2pa2y2
https://educationcluster.box.com/s/c9b0unvfo1lsy1yzck4xbfpzwo2pa2y2
https://reliefweb.int/report/mozambique/2023-mozambique-humanitarian-response-plan-february-2023
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	 ECWが支援するレバノンのMYRP 2022-2024は、少
女と少年、特に学校に通っていない子どもたちのための、
柔軟でジェンダー応答的な正規・非正規教育の機会
の重要性を強調しており、COVID-19（新型コロナウイ
ルス感染症）後のジェンダー行動計画の策定と、女子
教育と女子の復学を促進するための全国キャンペーン
の展開をアウトプットに盛り込んだ。

	 	サバイバーへのケアの連続性を完全に実現するためには、
子どもたちの長期的な回復をさらに支援し、また、回復力
を高めるべく、リスクにさらされ、GBVサービスを利用できる
児童や青年期の子どもたちをどのように教育サービスに照
会できるかについて検討することが不可欠である。

	 3	学校／学習空間の安全監査：CAR、DRC、ナイジェリ
ア、ソマリア、南スーダンの教育クラスターは、パートナーが学
校や学習空間でGBVのリスク分析と安全監査を実施し
ていると報告している。教育セクターの状況に合わせた安
全監査の標準ツールはまだほとんどないものの、DRCの
教育クラスターの安全監査ツールはその一例である。安
全監査の例が少ないのは、安全監査が実際に行われて
いないからではないのかもしれない。教育パートナーは、プ
ロジェクトのモニタリング中に障壁・リスク分析を行う可能
性があるものの、それを「安全監査」とは呼ばない可能性
がある。あるいは、このような監査は、インタビュー対象とな
ったコーディネーターが在任する前に開発・実施された場
合もあることから、教育クラスター内でGBV RMが制度化
されていない状況が明らかとなった。

	 分野別の目標やアウトカムにおける、ジェンダーおよび
GBV RMの統合：教育クラスターの戦略文書におい
て、GBV RMを分野別目標として設定することは、教育ク
ラスターがGBV RMの介入に優先順位をつけ、その実施
と効果を測定するのに役立つ相応の指標を定義するう
えで有用である。GBV RMは、2022年のDRCの
HRP、CARの戦略、ナイジェリアとパキスタンのMYRPにお
いて、目標またはアウトカムレベルに含まれていた。アフガニ
スタン、カメルーン、CAR、レバノン、マリ、ソマリア、南スーダン
では、それぞれのMYRP内にアウトプットレベルでGBV RM
策を盛り込んでいる。ECWが支援するMYRPはすべて、
ジェンダーに対応したアウトカムとアウトプットを設けている。

	 HRP／対応計画の中のGBVリスク軽減策と、HNO／
ニーズ分析で特定されたGBVリスクとの一致：2023
年には、ほとんどの教育HRP（87％）が何らかのGBVリ
スク軽減策を盛り込んでおり、インタビューしたすべてのクラ
スターが、少なくとも1つの戦略文書に、ジェンダーをターゲッ
トにした介入あるいはGBVリスク軽減策を1つ以上盛り
込んでいた。ブルンジ、モザンビーク、ミャンマー、ソマリア、南ス
ーダン、パレスチナ、スーダンは、計画されたGBVリスク軽減
策がどのように機能するかを概説しており、GBVの情報開
示に対する安全で倫理的な対応と、照会経路に関する
教育関係者へのトレーニングが体系的に盛り込まれてい
た。クラスターの戦略文書内で最も一般的な介入は、教
育クラスターのメンバーや教育関係者へのジェンダーおよび
GBVに関する能力開発である。このようなトレーニングセッ
ションは、多くの場合、GBV AoR、GiHA WG、または
PSEAネットワークと共同で、あるいはそれらによって実施さ
れ、ジェンダーおよびGBVの基本概念、GBVの専門家以
外がGBVの情報開示に対してどのように安全で思いやり
のある対応を行うか、GBVの照会経路、PSEAやAAP、そ
の他の子どものセーフガーディング策といったトピックが扱わ
れている。その他の一般的な介入には、ジェンダー別の
WASH施設の再建や、学校や学習空間における月経
衛生管理（MHM）の促進などがある。

	 ECWが支援するパキスタンのMYRP 2022-2024に
は、次のようにGBV RMのアウトカムが設けられ、青年期
の女子を含む少女の就学と就学継続に寄与する4つ
のアウトプットが特定されている：「青年期の女子を含む
少女の教育上のアウトカムは、就学、就学継続、学習に
焦点を当てた、的を絞ったプログラム構成を通じて改善
される。」

	 DRCのHRP 2022では、具体的な目標として、「対象の
学校に通う6歳から17歳の少女および少年は、学校に
おける子どもの保護とセーフガーディングを目的とした一連
の活動により、学校における性的虐待と搾取（SEA）、
ならびにジェンダーに基づく暴力（GBV）から保護され
る」と記されている。DRCの教育クラスター戦略2022-
2023には、「SEA／GBV事例の報告を含め、学校にお
ける子どもたちの苦情および子どもたちに合わせたフィード
バックの仕組みが確立または強化された学校の数」が
指標として盛り込まれている。

3	戦略設計におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-03/21_MYRP_LEBANON_Programme Document_20211211.pdf
https://educationcluster.box.com/s/5320js7pm6bbqr2rydnr76dnlj8fcru5
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-03/21_MYRP_PAKISTAN_Programme Document_20211213.pdf
https://reliefweb.int/report/democratic-republic-congo/r-publique-d-mocratique-du-congo-plan-de-r-ponse-humanitaire-2022
https://reliefweb.int/report/democratic-republic-congo/strategie-du-cluster-education-la-republique-democratique-du-congo-2022-2023
https://reliefweb.int/report/democratic-republic-congo/strategie-du-cluster-education-la-republique-democratique-du-congo-2022-2023
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	 ほとんどのクラスターは、対応計画にGBVリスク軽減策を
組み込んでいるものの、提案された対策は、必ずしもニー
ズ分析で特定されたリスクや障壁に一致していな
い。GBV RM策はリスクに対応している可能性があるもの
の、その説明が明確にされていないため、一貫性がなく、
対応とニーズが明らかに乖離したものになっている。また、リ
スクは特定されたものの、対応計画でリスク軽減策が提
案されなかった例もある。多くのクラスターは、このギャップの
理由として、HNO/HRPでクラスターが遵守しなければな
らない時間的制限を挙げている。南スーダンとナイジェリア
は、HRPとMYRPで提案されたGBV RM策と、HNOで
示されたニーズ、障壁、およびリスク分析との直接的な整
合性を確保していた。

	 教育からの排除および／または安全確保やGBV関連
事案のリスクに最もさらされていると認められた、特定の
少女または少年のグループへの照準化／最優先化：
いくつかの教育クラスターは、その戦略文書の中で、ジェン
ダー、年齢、障がい、避難状況、婚姻状況や、相互に関
連し複合的に絡み合う脆弱性の要因を理由として、特
定のグループの少女や少年が不就学や中途退学のリス
クに一層さらされている可能性があるという認識を明確に
示している。その結果、そのようなグループのみに的を絞っ
た、あるいはそのようなグループを最優先にしたテーラーメイ
ドの介入が対応計画に盛り込まれた。 	 ジェンダーおよびGBV RM統合に向けた、政府とその

他の国・地方のアクターとのネクサス全体での協力：教
育は、人道と開発のネクサス（集団内の個々の結びつ
き）に沿って活動するのに特に適した分野である。危機と
いうものは、教育関連の政策や教育／学習カリキュラム
にジェンダーおよびGBV RMへの配慮を組み込むために、
教育クラスターが国や地方の教育当局、地域教育グルー
プ（LEG）などの開発アクター、および政策立案者らととも
にアドボカシーや支援活動に取り組む機会となりえる。エ
チオピア、モザンビーク、ナイジェリア、南スーダン、ウクライナの
教育クラスターは、ジェンダーおよびGBV RM統合につい
て教育当局と関わり、これを支援していると報告した。

	 ナイジェリアの教育クラスターは、2023年のHNOの中
で、湾岸諸州全域における女子教育について、「ジェンダ
ー別の学校インフラ、トイレ、その他の校内WASH施設
の不足が [...] 大きな阻害要因となっている」と分析して
いる。その結果、「性ごとの適切なWASH施設を備え、そ
の機能を果たす、安全かつ保護され設備の整った学習
空間の数」に関する具体的な介入と指標が盛り込まれ
た。

	 2023年、ブルンジの教育クラスターは、GBV AoRとの
協力のもと、少女、特に若くして母親になった（既婚また
は独身の）女子の教育システムへのアクセスと就学継
続に重点を置くことにした。これは、すでに子どもを持つ少
女が、中途退学のリスクに最もさらされていると特定され
ていたためである。教育パートナーらは、EiE教材、ディグニ
ティ・キット、学校における心理社会的支援（PSS）を優
先させることとし、学校で彼女らのための特定枠が確実
に割り当てられるよう学校に働きかけ、フォローアップする
ことにした。

	 CARの教育クラスターの2023～2025年の戦略では、
非就学の少女、既婚の少女、妊娠中の少女、若くして
母親になった少女、避難民の少女、障がいのある少女
など、教育から排除されるリスクが最も高い少女のいる
世帯を優先して現金支援を行う予定である。

	 チャドの教育クラスターは、2024年に新たな戦略開発
を進行させている。教育パートナーらは、開発プロセスの
一環として、分野横断的な分析に基づき特定された3
つの優先ターゲット・グループのニーズを満たし、また、障壁
やリスクを軽減する、テーラーメイドの介入パッケージを設
計することに焦点を当てた、いくつかの作業部会を設け
ることに合意した。このような優先ターゲット・グループとは
すなわち、

1	 非就学および中途退学の青年期の男子および
女子

2	 児童婚の危険にさらされている少女、既婚の少
女、妊娠中の少女、授乳中の少女、若くして母親
になった少女

3	 障がいのある少女と少年。これは、最も危険にさら
されているにもかかわらず、これらのグループがチャド
の教育対応において、無視されているとは言わない
までも、見過ごされがちであるという現実から生ま
れたものである。

3	戦略設計におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://reliefweb.int/report/nigeria/nigeria-humanitarian-needs-overview-2023-february-2023
https://reliefweb.int/report/burundi/burundi-besoins-et-plan-de-reponse-humanitaire-2023-mars-2023
https://reliefweb.int/report/central-african-republic/republique-centrafricaine-strategie-du-cluster-education-2023-2025#:~:text=L'objectif%20de%20cette%20strat%C3%A9gie,mani%C3%A8re%20coordonn%C3%A9e%2C%20transparente%20et%20efficace.
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	 南スーダンでは、ECW支援によるMYRP 2020-2022
が、女子教育戦略2018-2022の評価をサポートした。
その結果 、 ECW支援によるMYRP 2023-2026にお
いて、一般教育指導省（Ministry of General 
Education and Instruction）の女子教育戦略
2023-2026の開発を支援することになっている。この戦
略は、セクター全体を通してジェンダー平等と女性・少女
のエンパワーメントを推進するという、教育セクタープラン
2023-2027の目標の運用に役立つだろう。

13	 INEEの最低基準、指標3.2（ジェンダー変革的であることを含め、学習教材
が最低品質基準を満たした、対象の学習空間の割合）に沿ったもの

	 他の成果としては、そのような関与によって、ジェンダー変革
に関連する要素や文言、ならびに、教育に関連したGBV
リスク軽減策が国のカリキュラムに盛り込まれるようになっ
た13。同様に、学術的・教育学的な内容や方法をジェン
ダー変革的なものにしようとする政府の関心は、教育クラ
スターが後押しする変革の原動力となりうる。

	 ナイジェリアの教育クラスターは、2023年5月に上院が
GBV関連の情報を国の学校カリキュラムに盛り込む法
案を可決したことは、学校でのGBV RMを可能にする環
境を一層整える画期的な政策であると指摘している。ま
た、ECWが資金提供するMYRPとFERの開発プロセス
は、ジェンダーおよびGBVに関してクラスターらが教育当局
と関与する絶好の機会を提供している。エチオピアでは、
ジェンダー省（Ministry of Gender）がMYRP開発委
員会のメンバーに入った。また、エチオピアの教育クラスター
は、現地化というアジェンダは、同クラスターの数少ない
WLOメンバーをさらに支援する機会であると述べている。
緊急事態の発生時において、教育クラスターは、危機の
影響を受けた少女や少年の喫緊の教育ニーズに対応す
ることを優先する。政策立案や改革、あるいは学術的な
教育や学習カリキュラムをよりジェンダー変革的なものにす
るといった長期的なシステム強化活動は、緊急事態が一
段落した後や、長期化した危機下において検討されるこ
とが多い。
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https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-02/ECW FACILITATED MYRP SOUTH SUDAN 2020-2022.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2023-06/ecw_multi-year_resilience_programme_for_south_sudan_2023-2026.pdf
https://inee.org/minimum-standards/standard-14
https://inee.org/minimum-standards/standard-14
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	 国の教育クラスターとGBV AoRは、教育クラスターの戦略開発プロセスの最初の段
階から協力する。これは、社会から疎外されたり、リスクにさらされている／サバイバーの青
年期の女子を対象とした共同対応を含め、HPCサイクル全体を通して、将来の協力関
係への道を開く機会として利用されるべきである。

	 1

	 ヒント

	 2

	 3

	 4

	 5

	 6

	 国の教育クラスターは、教育クラスターの戦略、対応計画、実装パートナーが作るプログ
ラム提案に、セクターとして必要不可欠なGBVリスク軽減策を、セクターの基準として体
系的に盛り込み、これを推進する。これらのGBVリスク軽減策には、少なくとも以下のも
のが含まれるべきである：

1	 学校での行動規範（CoC）の確立の実装および監視

2	 GBV情報開示への対応、GBV照会経路、およびGBVポケットガイドに関する教
師のトレーニング 

3	 安全監査。

	 教育クラスターは、教育クラスターのメンバーやWLOを含め、GBV AoRと協力した
り、その他の国内で利用可能なジェンダー／GBVの専門知識を活用する。

	 国のGBV AoRは、利用可能なサービスや照会経路に関する最新情報を教育クラス
ターに提供する。GBVアクターは、子どもや青年期のサバイバーを教育パートナーに照会
したり、あるいは、ケース・マネジメント・プロセスの一環として、彼女／彼らを事例検討会議
に招待し、必要に応じて教育システムへの再統合を支援する。

	 国の教育クラスターは、戦略的対応計画内の分野別の目標、アウトカム、およびアウト
プットにジェンダーおよびGBVへの配慮を統合したり、リスクにさらされたグループ（例えば、
既婚の少女、妊娠中の少女、若くして母親になった少女）に特化したアウトカムやアウト
プットを設ける。

	 国の教育クラスターは、提案されたGBV RM策と指標が、ニーズの査定・分析段階で
特定された具体的なニーズ、障壁、およびリスクに常に対応していることを確認する。教
育におけるGBV RMのマッチング・マトリックス2021およびGECのAAAQフレームワーク
と、これに対応する障壁ならびにGBVリスク軽減策2023（作成中）は、具体的な障壁
およびリスクに対応した介入および指標の例を示している。

	 国の教育クラスターは、ジェンダー変革的な教育政策など、規範の転換ならびに持続
可能な変革に向けて、ジェンダーおよびGBV RMの統合の長期的な取り組みについて、
教育当局や、LEGなどの開発アクターと協力する。

3	戦略設計におけるグッド・プラクティス、なお残るギャップと課題

https://educationcluster.app.box.com/file/1101784992976?s=mwcjd6w9iipqmkpu8vgziqb52xz10u33
https://educationcluster.app.box.com/file/1101784992976?s=mwcjd6w9iipqmkpu8vgziqb52xz10u33
https://educationcluster.box.com/s/hhdjcpt4qt3bhic1na1wfhka28dmcgx2
https://educationcluster.box.com/s/hhdjcpt4qt3bhic1na1wfhka28dmcgx2
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	 教育クラスターは、EiE関連の全体的なアドボカシー活動
や資源動員活動の一環として、危機下における少女の
教育の支援と、学校での少女の安全確保を直接の目的
とした介入への資金増額ならびに資源動員を訴えること
が極めて重要である。女子教育とGBV RMに対する専
用資金についてのデータは、国の公的支出や国際援助
資金の追跡システム内ではまだ確認できていない。しかし
ながら、教育クラスターは、資金不足が、EiEにおけるジェン
ダーを対象としたGBV RM介入策の計画、実施、ならび
に効果測定モニタリングの実質的な障壁になっているとし
ばしば報告している。最近の研究によると、ここ数年で資
金が増えているにもかかわらず、人道危機における女性と
少女のための世界的な資金は、必要な財源を大幅に下
回っており、ジェンダーおよびGBV関連の資金が国際人
道援助全体に占める割合は、なお極めて小さい。

	 教育クラスターの戦略文書への、ジェンダーおよび
GBV RMの介入に特化した予算の盛り込み：ほとんど
のクラスターは、ジェンダー別のWASH施設、ディグニティ・キ
ット、政府との協働による女性教員の採用・確保の促
進／奨励など、教育におけるジェンダー主流化や、ジェンダ
ーに照準を合わせた介入に資源を動員している。いくつか
のクラスターの対応計画（ナイジェリア、ミャンマー、DRC、ア
フガニスタンなど）では、GBVのリスク軽減策と指標が明
確な予算枠とともに組み込まれており、また、ECWが支
援するMYRPのほとんどでは、ジェンダーに的を絞った介入
策やGBV RM策が、予算化された詳細な活動と併せて
盛り込まれている。ミャンマーとDRCの教育クラスター調整
チームは、HRP予算の一定割合を分野横断的な課題
や保護の中心性に割り当てるという、OCHAを通じた既
存のクラスター間のコミットメントを活用し、自らのアドボカシ
ー活動や資金動員活動を強化したと報告した。

	 とはいえ、教育クラスターがGBVリスク軽減のために資源
を動員することは、まだ比較的まれである。教育分野は
最も資金が不足しているセクターのひとつであり、また、EiE
の財源の中でジェンダーおよびGBV RMの介入には予算
がほとんど割り当てられていないという全体的な資金不
足の状態こそが、EiEにおけるジェンダーおよびGBV RMの
ための資源動員に関してクラスターのコーディネーターが強
調した主な課題である。教育クラスターのメンバーは、GBV 
RMは、命を救い、安全で質の高いEiEの調整および対
応に不可欠なものというよりも、その場限りの補足的な要
素であると認識しているため、アドボカシー活動や資金調
達活動において、GBV RMを優先することはほとんどな
い。教育クラスターは、GBV RMの資金調達が誰の責任
なのかを必ずしも明確にしているわけではなく、GBV AoR
の責任だと考えている場合もある。IASCのGBVガイドラ
インに次のように概説されているとおり、GBV RMの資源
動員は、教育クラスターとパートナーの責任である：「すべて
の人道アクターはGBVのリスクを認識し、[...] そのようなリ
スクを可能な限り早急に防止および軽減しなければなら
ない。（クラスター／セクターのコーディネーターは）クラスタ
ー／セクターのさまざまな方針および計画において、GBV
活動のための継続的な予算確保の戦略が盛り込まれる
ようにすべきである。」

	 DRCは、2021年のHRP以降、HRP予算の1％を分野
横断的な課題に割り当てることを約束した。2023年に
はすべてのセクターが寄与し、この数字は2,250万となっ
た。教育クラスターが予算配分したGBV RM活動には、
学校や学習空間におけるSEAならびにGBVに関する
報告・照会メカニズムの確立や、GBVの主要概
念、GBVリスク分析、およびGBV照会経路に関するクラ
スター・メンバーの能力開発などが含まれている。

	4	アドボカシーと資源動員におけるグッド・プラクティス、なお
残るギャップと課題

https://www.unwomen.org/sites/default/files/Headquarters/Attachments/Sections/Library/Publications/2020/Funding-for-GEEWG-in-humanitarian-programming-en.pdf
https://www.unwomen.org/sites/default/files/Headquarters/Attachments/Sections/Library/Publications/2020/Funding-for-GEEWG-in-humanitarian-programming-en.pdf
https://www.unwomen.org/sites/default/files/Headquarters/Attachments/Sections/Library/Publications/2020/Funding-for-GEEWG-in-humanitarian-programming-en.pdf
https://inee.org/collections/education-financing
https://inee.org/collections/education-financing
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/TAG-EDUCATION-08_26_2015.pdf
https://gbvguidelines.org/wp/wp-content/uploads/2015/09/TAG-EDUCATION-08_26_2015.pdf
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	 国別共同基金（CBPF）やその他の教育プログラムの
審査プロセスにおける、ジェンダーおよびGBV RM統合
への資金提供の条件制限（IASCのジェンダー・年齢
マーカー（GAM）の使用を含む）：ドナー、資金調達機
構、そして、資金配分の意思決定プロセスに関わるその
他のステークホルダー（教育クラスターを含む）は、EiEの
戦略やそれに対応する成果枠組みに、予算配分された
GBV RM活動や指標が盛り込まれるようにする上で重
要な役割を果たす。すべての教育クラスターは、人道的な
資金配分という点で、OCHAが開発したプロジェクト・スコ
アカードを使ってプロジェクトを審査している。 
ジェンダー平等の項目は、プロジェクト設計段階での
IASC GAMスコアを通じて、あるいは、ジェンダー分析がプ
ロジェクト全体にどのように統合されているかを測る評価
を通じて、すべての国において、プロジェクトの審査スコアカ
ードに盛り込まれている。審査基準としてGBV RM策を
含めることはあまり一般的ではなかったものの、「テンプレー
ト」のCBPFスコアカードに評価基準として含まれている。

	 ECWが資金提供するMYRPおよびFERの開発プロセス
は、教育クラスターがジェンダーおよびGBV RMのための資
源動員を促進する機会でもある。

	 いくつかのクラスターの報告によれば、ECHO、世界銀
行、USAIDなどの他のドナーも、ジェンダーおよびGBV 
RMの統合をプロジェクトの審査基準に含めるようになっ
てきている。2023年には、EU／DG ECHOが資金提供
するEiEに関する活動の65％以上が、安全確保の要素
を組み込んでいた。しかしながら、教育プログラムへの資金
提供の適格性を判断するために用いられる分野横断的
な基準やジェンダー／GBVの審査基準は、背景やドナー
によって異なるため、パートナーに何を推奨すべきかに関す
る一定の不確実性が教育クラスター間に生じている。

	 CPおよびGBV AoRとの共同アドボカシーと資源動
員：教育クラスターは、GBVやCPのAoRと協力して、共
同のアドボカシー・ノートを作成したり、ドナー円卓会議など
の資金調達イベントを開催したり、統合的で補完的なプ
ログラム構成のための共通の提案書を作成するようパー
トナーに働きかけることができる。

	 教育クラスターのアドボカシー・プロダクトへの、ジェンダ
ー、GBV、およびEiEに関するキー・メッセージならびに
女性・少女の声の盛り込み：教育クラスターのアドボカシ
ー・プロダクトは、ジェンダー不平等、GBV問題、特に少女
に対する教育の欠如や中断との本質的な関連性を強
調する絶好の機会である。教育クラスターは、学校が身
体的・心理社会的保護を提供すること、青年期の女子
の安全確保とGBV問題（早期結婚や強制結婚、妊娠
など）ならびに中途退学との関連性についてのキー・メッセ
ージ（最も伝えたい重要なメッセージ）を盛り込むことが
多い。

	 アフガニスタン、ミャンマー、ナイジェリアの教育クラスター
は、国別共同基金（CBPF）のプロジェクト審査スコア
カードに、ジェンダーおよびGBV関連の評価基準を使
用している。IASCのGAMスコアが3であることが求め
られ、提案書において、ジェンダー平等がどのように促
進されるのか、GBVの予防策やリスク軽減策がプロジ
ェクトにどのように盛り込まれているか、教育関係者は
GBVサバイバーをどのように安全に照会し、サバイバーが
専門サービスにアクセスできるようにするかについて概
説しなければならない。

	 2021年、ECWはGBViEからの保護に関する行動喚
起に呼応して、「ECWからのすべての投資（FERと
MYRP）には、1つ以上のGBVリスク軽減に関する指標
と、GBVリスク軽減策の予算枠を含めること」を確実にし
た。ECWはパートナーに対し、MYRP予算の少なくとも
25％をジェンダーおよびGBV RM統合の介入策に、10
％をメンタルヘルスと心理社会的支援（MHPSS）の介
入策に割り当てるよう奨励している。2022年には、活
動中のFERの32％がGBV RM策の実施と監視を報
告しており、リスクにさらされたグループ、特に青年期の女
子と女性教師のアクセスおよび定着の強化について大
きな改善が見られた。2021年時点では、この割合は
FERのわずか6％であった。レバノンでは、MYRP予算の
14％がジェンダー関連の対応策に割り当てられている。
パキスタンでは、MYRP予算のほぼ11％が、現金支援も
含め、少女の学習、就学、および就学継続の改善に割
り当てられている。

	 2023年9月、CPとGBVのAoRを含むマリの教育・保護
クラスターは、教育を受けるすべての子どもたちの権利を
脅かす、教育に対する攻撃と学校の閉鎖に関する共同
アドボカシー・ノートを作成した。同クラスターらは、学校に
通わなくなった場合に、保護やGBVの問題に対して特
に脆弱になるのは少女であることを指摘した。また、こらら
3つのセクターは、2024年に向けて、共同でドナー円卓
会議を計画している。
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https://ee-eu.kobotoolbox.org/single/CmMi32GF
https://educationcluster.box.com/s/st9xh0ku82qkgs652zgol056csf36xko
https://educationcluster.box.com/s/st9xh0ku82qkgs652zgol056csf36xko
https://educationcluster.box.com/s/ttd5yekorce2y21n1mvqauag6l71yu11
https://educationcluster.box.com/s/dixzhk3of0jh9hvhdnbte4lx8wem50eq
https://educationcluster.box.com/s/diayljurfstttgqdl8eft10iu27x6f4m
https://www.calltoactiongbv.com/
https://www.calltoactiongbv.com/
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-12/gender_guidance_note_rf_final.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-12/gender_guidance_note_rf_final.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-12/gender_guidance_note_rf_final.pdf
https://educationcluster.app.box.com/file/1355905226308?s=nfqjxakzcsli2qy80dobk6p1xujiu70u
https://educationcluster.app.box.com/file/1355905226308?s=nfqjxakzcsli2qy80dobk6p1xujiu70u
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	 また、教育クラスターは、質的データの収集時（FGDや
KIIなど）に得た少女や青年期の女子、あるいはリスクに
さらされたその他のグループの生の声を書きとったり、SDR
中に他のセクターの報告書にある記述を引用したりするこ
ともできる。児童・生徒、親、教師など、少女や女性の生
の声を取り上げて説明することで、アドボカシー・プロダクト
をより説得力のあるものにすることが可能である。

	 エチオピアの教育クラスターは、2022年第4四半期のニ
ュースレターで、村が襲撃され、命からがら逃げ出さなけ
ればならなかった際に家族と離れ離れになった、学校に
通っていない青年期の女子の声を取り上げて状況を説
明した。彼女の体験談は、代替学習プログラムや学習
空間でのPSSを含む緊急時下の教育が、危機の影響
を受けた少女らにとって希望の光となりうること、そしてドナ
ーへの訴求に利用できることを、強く思い起こさせるもの
である。

	 ハイチの教育クラスターは、2023年のHRPの中で、毎日
温かい食事がとれる唯一の場所である学校の重要性
についての、少女からの生の声を掲載している。

	 スーダンの教育クラスターは2023年9月のアドボカシー・
ブリーフの中で、学校に通っていない子どもたちは安全確
保やGBVの問題にさらされるリスクがより高く、特に少女
がGBVの被害を受けやすいと述べている。

	 シリアの2022年 と2023年のGBV AoR査定である
VOICESには、教育がいかに少女らに尊厳と目的意識
を与え、暴力を減らし、将来の搾取を防ぐものであった
か、また、少女らにとっていかに教育がより良い未来への
唯一の希望であったかについて、少女による生の声が多
くの掲載されていた。

	 国の教育クラスターは、パートナーに対し、ジェンダーに照準を合わせたGBV RM介入に
特化した予算をプロジェクトに体系的に含めるよう奨励するとともに、GBVリスク軽減策を
含め、（例えば、5W（いつ、どこで、だれが、なにを、なぜ）でのジェンダー／GBVマーカーを
通じて）少女の安全な教育へのアクセスを直接支援することを目的とした資金調達を追
跡する。

	 1

	 ヒント

	 2

	 3

	 4

	 国の教育クラスターとGBV AoR、および／またはGiHA WGは、OCHA標準のCBPF
スコアカードを適用する際、国別共同基金（CBPF）のプロジェクト審査プロセスの評価
基準として、ジェンダー平等とGBVリスク軽減の統合の両方を用いる。 

	 国の教育クラスターは、ジェンダー不平等、GBVのリスクと種類、教育へのアクセスの欠
如や中断との関連性に関するキー・メッセージを盛り込み、また、アドボカシーや広報関連
のプロダクトにおいて、少女や女性、およびリスクにさらされたその他のグループの声を取り
上げて詳細に説明する。

	 国の教育クラスターとGBV AoRおよび／またはGiHA WGは、アドボカシー・プロダク
トを共同で作成し、アドボカシー・ノートやドナー円卓会議などのアドボカシー・イベントを開
催する。最低限として、ドナーとのアドボカシーでは、安全で質の高いEiE対応のために、ジ
ェンダー統合とGBVリスク軽減のための資金を確保することの重要性についてのメッセー
ジが必ず含まれるようにする。
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https://reliefweb.int/report/ethiopia/ethiopia-education-cluster-quarterly-newsletter-4-jan-2023
https://reliefweb.int/report/ethiopia/ethiopia-education-cluster-quarterly-newsletter-4-jan-2023
https://reliefweb.int/report/haiti/haiti-plan-de-reponse-humanitaire-avril-2023
https://educationcluster.app.box.com/file/1337855216431?s=fhozwtqgnwsb4gjayeifnv69hv8vbtlm
https://educationcluster.app.box.com/file/1337855216431?s=fhozwtqgnwsb4gjayeifnv69hv8vbtlm
https://reliefweb.int/report/syrian-arab-republic/whole-syria-gender-based-violence-area-responsibility-voices-syria-2022-assessment-findings-humanitarian-needs-overview-enar
https://reliefweb.int/report/syrian-arab-republic/whole-syria-gender-based-violence-area-responsibility-voices-syria-2023-assessment-findings-humanitarian-needs-overview-enar
https://reliefweb.int/report/syrian-arab-republic/whole-syria-gender-based-violence-area-responsibility-voices-syria-2023-assessment-findings-humanitarian-needs-overview-enar
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	 影響をうけた人 、々特に女性と少女の教育サービスへのア
クセス性を高め、保護・GBV関連のリスク軽減を一層深
めるための行動をパートナーが実施しているかどうかについ
て、教育クラスターが知るためには、ジェンダーに的を絞った
GBV RM策の実施ならびに効果のモニタリングと評価
（M&E）が不可欠である。また、こうした活動が、学習空
間や教育サービスへのアクセス性を高め、緊急時下で少
女、少年、女性、男性が安心して利用できるようにするこ
とに貢献したかどうかを判断することも極めて重要である。

	 教育クラスターの戦略文書内における、対象者および
サービス到達者に関する性・年齢・障がい別データ： 
HRPや、ECWが資金提供するMYRPやFERの開発プ
ロセスというのは、教育クラスターとパートナーにとって、多様
なジェンダー、年齢、障がい、その他のグループの子どもたち
のために野心的な目標を設定するうえで、集団的なブレ
インストーミングを始める機会となる。 
ECWのMYRP資金は、60％の少女に到達することを目
指している。

	 MYRPの報告ツールであるECWの「児童・青少年到達
度」マトリクスは、正規または非正規教育を通じて、ECW
が資金提供したEiE支援が到達した少女、少年、青年
期の子どもの数を教育パートナーが追跡できるよう支援す
るものである。教育サービスを受けられるようになった人々
に関するデータは、ジェンダー、年齢、障がい、ならびに、教
育レベル、避難状況別に集計されている。

	 教育クラスターの戦略文書における、ジェンダーおよび
GBV関連の指標：2023年、いくつかの教育クラスター
は、女性と少女の教育サービスへの安全なアクセスを強
化すべく、具体的なジェンダー／GBVリスク軽減策の実施
を監視する指標を盛り込んでいた。

	 2023年、DRCの教育クラスターは、「GBVやSEA事例
の特定、報告、ならびに照会のための、機能的で子ども
に優しいメカニズムが確立または強化された一時的な
学習空間の数」をモニタリングした。

	 2023年、モザンビークの教育クラスターは、「MHPSS、ジ
ェンダーの社会化、子どもに対する暴力（VAC）、GBV
の予防と照会経路を[含め]、緊急時および関連のテー
マについてトレーニングを受けた教員と教育関係者の
数」をモニタリングした。また、同クラスターは「学校経営管
理研修、意識向上活動、[...] 補完的活動
（GBV／VACリスク軽減を含む）を通じて、パートナーに
よって能力強化された教育担当官やコミュニティ・メンバー
の数」もモニタリングしている。

	5	レスポンス・モニタリングと評価におけるグッド・プラクティス、
なお残るギャップと課題

	 パレスチナの教育クラスターは、2023年のHRPにおい
て、安全、保護、サービスへの安全なアクセス、PSSに直
接関連する指標を含め、すべての指標目標について、関
連する場合に、性および年齢ごとにデータを集計した。す
なわち、「安全確保を行うものの存在を含む、さまざまな
保護サービスの恩恵を受けた男女の児童・生徒と教師
の数」、「安全で利用可能な通学手段の恩恵を受けた、
脆弱な地域の少年・少女の数」、「学校を基点とする心
理社会的支援サービスの恩恵を受けた男女の児童・生
徒、保護者、教職員の数」。また、障がいのある少女と
少年の教育へのアクセス強化に特化した指標について、
次のように性ごとに集計した：「適応教育サービスや補
助器具の恩恵を受けた、障がいのある男女の子どもの
数」。

https://reliefweb.int/report/democratic-republic-congo/republique-democratique-du-congo-plan-de-reponse-humanitaire-2023-fevrier-2023#:~:text=En%202023%2C%20la%20strat%C3%A9gie%20de,%C3%A9pid%C3%A9mies%20et%20incidents%20de%20protection.
https://reliefweb.int/report/mozambique/2023-mozambique-humanitarian-response-plan-february-2023
https://www.ochaopt.org/content/humanitarian-response-plan-2023
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	 このような指標は、学校におけるジェンダー応答的な
WASH施設の新設や改修の件数、配布されたディグニ
ティ・キットおよび／またはMHMキットの数ならびに青年期
の女子を対象に開催された学校での説明会の件数、現
金支援を受けた少女の数、GBV照会経路が機能してい
る学校の数ならびにGBV関連の課題について研修を受
けた教師の数など、さまざまであった。

	 いくつかの教育クラスターの戦略文書では、ジェンダーに的
を絞ったGBV RMの介入をナラティブに盛り込む予定であ
ることが大まかに述べられていたが、その実施を監視する
具体的な指標は示されていなかった。

	 2023年、いくつかの教育クラスターは、HRPの指標とし
て、少女、特に青年期の女子が生理期間中も学校や
学習空間で過ごせるよう支援するMHM支援を受けた
人数を追跡することを盛り込んだ。チャドの教育クラスタ
ーは、「MHMキットや現金支援を受けた青年期の女子
の数」を追跡している。 
エチオピアの教育クラスターは、「障がいのある少女を含
め、MHHキットの提供とMHHセッションの恩恵を受けた
少女の数」を追跡している。ミャンマーの教育クラスター
は、「青年期の学齢期の女子が、年齢や状況に応じた
MHMの情報提供セッションや、学習空間でのMHM教
材の提供を受けた数」を追跡している。

	 教育クラスターらは、HRPモニタリング枠組みにおいて具
体的なジェンダー／GBV RM指標が教育セクターの中核
指標として選択されていないため、そういった指標をHRP
に含めることができない場合があると報告した。教育クラ
スターらの情報マネジメント・オフィサー（IMO）は、クラスタ
ーのレスポンス・モニタリングの計画において、具体的な
GBV RM指標を開発・選定する作業に必ずしも関与し
ていない。また、いくつかの教育クラスター・チームからも、最
低限推奨されるものを含め、教育セクター用に調整され
たジェンダー／GBV RM策の実施を監視するための一連
の指標があれば役立つという意見が挙がっている。 
最後に、EiEPCにおけるジェンダー平等とGBV RM策の
有効性ならびにその結果生じる変化をモニタリングするた
めの測定フレームワークがないため、教育パートナーが実
施した対策の直接的な結果として、EiEの対応が、どのよ
うに安全、かつ、より包摂的で、ジェンダー変革的なものに
なったかについてのエビデンスを提供することが困難になっ
ている。繰り返しになるが、ジェンダー規範や制度の長期
的な変化を測定するための資金提供のメカニズムやドナ
ーの明確なコミットメントは、教育クラスターの取り組みを
支援する上で重要である。ECWは、EiEPCセクターにおけ
るジェンダー変革とGBVリスク軽減の測定に向けたあゆ
みを加速させる唯一無二の刺激剤である。

	 教育クラスターの章には出てこないが、すべてのクラスターに
適用されるジェンダー／GBV関連の重要な指標は、保護
の中心性、ジェンダー、GBV RM、AAP、PSEA、その他の
分野横断的な課題に関連する一般的なセクションに含
まれていることが多い。2022年のIASCのPSEAの中核
指標に関するガイダンス・ノートは、HCTとパートナーに対し、
「SEAを報告するための安全でアクセス可能なチャネルを
利用できる子どもや成人の数および割合」と、「被害者／
サバイバーを中心にした調査のためのSEAガイドラインおよ
びプロトコルのトレーニングを受けたスタッフがいるPSEAネ
ットワークのメンバーの数および割合」に関する指標を使
用するよう奨励しており、そういったトレーニングは
PSEA／GBVの専門家によって実施されるべきであるこ
と、そして、SEAサバイバーの照会は国内で確立された
GBVおよびCPの照会経路を通じて行われるべきである
ことを注意喚起している。

	 ECWの新たな戦略計画2023-2026は、EiEPCセクタ
ーで初めて、MYRPでの教育内、およびMYRPでの教育
を通じてのジェンダー変革を支援するという目標を設定
した。 
これには、GBV RM策の体系的な測定や、ジェンダー規
範・制度の変化の程度ならびに推進力のモニタリングが
含まれる。ECWの戦略計画2023-2026成果枠組み
には、次の指標が含まれている：「MYRPを通じて支援
するコミュニティの児童・生徒（男女）、教師（男女）、養
育者（男女）において、ジェンダー平等に対する社会規
範や態度に変化が見られたというエビデンスのあ
る、MYRPの数と割合。」

5	レスポンス・モニタリングと評価におけるグッド・プラクティス、なお
残るギャップと課題

https://reliefweb.int/report/chad/tchad-plan-de-reponse-humanitaire-revise-septembre-2023#:~:text=Lanc%C3%A9%20en%20avril%202023%2C%20le,pays%20voisins%2C%20de%20pauvret%C3%A9%20ainsi
https://reliefweb.int/report/chad/tchad-plan-de-reponse-humanitaire-revise-septembre-2023#:~:text=Lanc%C3%A9%20en%20avril%202023%2C%20le,pays%20voisins%2C%20de%20pauvret%C3%A9%20ainsi
https://reliefweb.int/report/ethiopia/ethiopia-humanitarian-response-plan-2023-february-2023
https://reliefweb.int/report/myanmar/myanmar-humanitarian-response-plan-2023-january-2023
https://psea.interagencystandingcommittee.org/sites/default/files/2023-01/IASC PSEA CORE INDICATORS Guidance Note.pdf
https://psea.interagencystandingcommittee.org/sites/default/files/2023-01/IASC PSEA CORE INDICATORS Guidance Note.pdf
https://www.educationcannotwait.org/sites/default/files/2022-09/f_ecw1016_strategic_report.pdf
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	 2023年のアフガニスタンのHRPでは、GiHAが「人道活動におけるジェンダーの
促進」のセクションにおいて、女性や障がい者との協議による介入の割合（女性
CSO、障がい者のCSO、女性シューラ―（イスラムの合議制度）、女性ボランテ
ィア、高齢女性とのパートナーシップを通じたものを含む）、および人道活動でのジ
ェンダー包摂と女性参加に関する知識を向上させたクラスター・メンバーの数を
監視することを計画した。 
ソマリアのHRP 2023の保護の中心性のセクションには、次のように、教育クラス
ターを含むすべてのクラスターが報告しなければならない指標が含まれている：「
性・年齢・マイノリティの属性および障がい別のデータを収集しているクラスター・パ
ートナーの割合が80％であること」、および「性・年齢・障がいおよび特定の脆弱
性別に集計されたデータの分析に基づいて、目標基準を策定しているクラスタ
ー・パートナーの割合が100％であること」。また、GBV RMの代理指標として使
用できる安全認識の指標も含まれている：「援助を受けるための移動中、援助
を受けている最中、そして援助を受けた場から帰宅する際に、常に安全だと感じ
ている人の割合が70％であること」。

	 国の教育クラスターは、モニタリングと報告の枠組みにおいて、各指標の対象者ならびに
サービス到達者の性・年齢・障がい別データ（SADD）を体系的に収集および分析する。

	 1

	 ヒント

	 2

	 3

	 国の教育クラスターとGBV AoRは、クラスターのモニタリングと報告の枠組みに文脈固
有的なジェンダー／GBV RM指標を含めるべく、そのような指標の定義において共に協
力する。教育クラスターのモニタリングと報告の枠組みには、最低限、次の指標を含める
べきである：

1	 PSEA条項を設けた行動規範（CoC）が確立され、学校／学習空間の全スタッ
フが署名している学校／学習空間の割合 

2	 対象となる学校／学習空間において、GBV情報開示への対応、GBV照会経
路、GBVポケットガイドに関するトレーニングを受けた教員の割合。

	 国の教育クラスターは、ピアレビュー、評価、および学習プロセスに、ジェンダー／GBV 
RMを組み込む機会を探る。 
このような活動には、CCPMプロセスにおける当該クラスターのジェンダー／GBV活動の
振り返り、EiEプログラム（MYRPなど）におけるジェンダー／GBV RMの統合に関する学
習ワークショップの促進、苦情およびフィードバックのメカニズム（CFM）といったセクターの
AAPメカニズムの安全性、アクセス性、ならびにジェンダー応答性に関する集団的レビュ
ーなどが含まれる。

5	レスポンス・モニタリングと評価におけるグッド・プラクティス、なお
残るギャップと課題

https://reliefweb.int/report/afghanistan/afghanistan-humanitarian-response-plan-2023-march-2023
https://reliefweb.int/report/somalia/somalia-humanitarian-response-plan-february-2023
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